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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレス通信ノードによって行われる方法であって、
　シグナリングインジケーションに基づいて第３のタイプの基準信号（ＲＳ）を判定する
ことであって、前記第３のタイプのＲＳのパターンは、第１のタイプのＲＳの第１のパタ
ーンおよび第２のタイプのＲＳの第２のパターンの重畳を備え、前記第１のパターンは、
ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）システムにおけるセル特有の基準信号（ＣＲＳ
）のパターンと重複せず、前記第２のパターンは、前記ＬＴＥシステムにおける前記ＣＲ
Ｓのパターンと同じである、ことと、
　前記第１のタイプのＲＳの第１のシーケンスを判定することであって、前記第１のシー
ケンスは、ＣＲＳの第２のシーケンスのサブシーケンスであり、前記第２のシーケンスの
長さは、
【数１】

であり、前記第１のシーケンスの長さは、２であり、
【数２】

は、ＬＴＥシステムにおける最大ダウンリンク帯域幅である、ことと、
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　前記第３のタイプのＲＳに従って物理ダウンリンクチャネルデータを伝送することと
　を含み、
　前記第１のタイプのＲＳの第１のシーケンス
【数３】

を判定することは、

【数４】

に基づいて行われ、
　ｍｉの値は、事前定義され、

【数５】

は、物理セル識別（ＰＣＩＤ）であり、ｎｓは、タイムスロットインデックスであり、ｌ
は、直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）シンボルインデックスであり、ＮＣＰは、サイクリ
ックプレフィックス（ＣＰ）タイプに依存し、０または１の値を有し、ｃｉｎｉｔは、疑
似ランダムシーケンスｃ（・）の初期化値である、方法。
【請求項２】
　ｉ＝０および１の場合のｍｉ＝｛ｍ０，ｍ１｝は、以下：｛０，１｝および

【数６】

のうちの１つである、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記第３のタイプのＲＳに従って物理ブロードキャストチャネル（ＰＢＣＨ）を伝送す
ることをさらに含む、請求項１または２に記載の方法。
【請求項４】
　デバイスであって、
　シグナリングインジケーションに基づいて第３のタイプの基準信号（ＲＳ）を判定する
ように構成された取得モジュールであって、前記第３のタイプのＲＳのパターンは、第１
のタイプのＲＳの第１のパターンおよび第２のタイプのＲＳの第２のパターンの重畳を備
え、前記第１のパターンは、ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）システムにおける
セル特有の基準信号（ＣＲＳ）のパターンと重複せず、前記第２のパターンは、前記ＬＴ
Ｅシステムにおける前記ＣＲＳのパターンと同じである、取得モジュールと、
　前記第１のタイプのＲＳの第１のシーケンスを取得するように構成されたシーケンス発
生器であって、前記第１のシーケンスは、ＣＲＳの第２のシーケンスのサブシーケンスで
あり、前記第２のシーケンスの長さは、
【数１】

であり、前記第１のシーケンスの長さは、２であり、
【数２】

は、ＬＴＥシステムにおける最大ダウンリンク帯域幅である、シーケンス発生器と、
　前記第３のタイプのＲＳに従って物理ダウンリンクチャネルデータを伝送するように構
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成された伝送モジュールと
　を備え、
　前記第１のタイプのＲＳの第１のシーケンス
【数３】

は、

【数４】

に基づいて判定され、
　ｍｉの値は、事前定義され、

【数５】

は、物理セル識別（ＰＣＩＤ）であり、ｎｓは、タイムスロットインデックスであり、ｌ
は、直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）シンボルインデックスであり、ＮＣＰは、サイクリ
ックプレフィックス（ＣＰ）タイプに依存し、０または１の値を有し、ｃｉｎｉｔは、疑
似ランダムシーケンスｃ（・）の初期化値である、デバイス。
【請求項５】
　ｉ＝０および１の場合のｍｉ＝｛ｍ０，ｍ１｝は、以下：｛０，１｝および

【数６】

のうちの１つである、請求項４に記載のデバイス。
【請求項６】
　前記伝送モジュールは、前記第３のタイプのＲＳに従って物理ブロードキャストチャネ
ル（ＰＢＣＨ）を伝送するようにさらに構成されている、請求項４または５に記載のデバ
イス。
【請求項７】
　ワイヤレス通信デバイスによって行われる方法であって、
　第３のタイプの基準信号（ＲＳ）に従って物理ダウンリンクチャネルデータを受信する
ことを含み、
　前記第３のタイプのＲＳのパターンは、第１のタイプのＲＳの第１のパターンおよび第
２のタイプのＲＳの第２のパターンの重畳を備え、前記第１のパターンは、ロングターム
エボリューション（ＬＴＥ）システムにおけるセル特有の基準信号（ＣＲＳ）のパターン
と重複せず、前記第２のパターンは、前記ＬＴＥシステムにおける前記ＣＲＳのパターン
と同じであり、前記第３のタイプのＲＳは、シグナリングインジケーションに基づいて判
定され、前記第１のタイプのＲＳは、第１のシーケンスを備え、前記第１のシーケンスは
、ＣＲＳの第２のシーケンスのサブシーケンスであり、前記第２のシーケンスの長さは、
【数１】

であり、前記第１のシーケンスの長さは、２であり、
【数２】

は、ＬＴＥシステムにおける最大ダウンリンク帯域幅であり、
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　前記第１のタイプのＲＳの第１のシーケンス
【数３】

を取得することは、
【数４】

に基づいて行われ、
　ｍｉの値は、事前定義され、
【数５】

は、物理セル識別（ＰＣＩＤ）であり、ｎｓは、タイムスロットインデックスであり、ｌ
は、直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）シンボルインデックスであり、ＮＣＰは、サイクリ
ックプレフィックス（ＣＰ）タイプに依存し、０または１の値を有し、ｃｉｎｉｔは、疑
似ランダムシーケンスｃ（・）の初期化値である、方法。
【請求項８】
　ｉ＝０および１の場合のｍｉ＝｛ｍ０，ｍ１｝は、以下：｛０，１｝および

【数６】

のうちの１つである、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記第３のタイプのＲＳに従って物理ブロードキャストチャネル（ＰＢＣＨ）を受信す
ることをさらに含む、請求項７または８に記載の方法。
【請求項１０】
　請求項１－３および７－９のうちのいずれか１項を実施するためのコンピュータ実行可
能命令をその上に記憶している、非一過性のコンピュータ可読媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、通信分野に関し、より具体的には、データ伝送方法および装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　セルラー方式のモノのインターネット（Ｃｅｌｌｕｌａｒ　Ｉｎｔｅｒｎｅｔ　Ｏｆ　
Ｔｈｉｎｇｓ；Ｃ－ＩＯＴ）の要件を満たすために、設計され、狭帯域セルラー方式のモ
ノのインターネット（ＮａｒｒｏｗＢａｎｄ－Ｃｅｌｌｕｌａｒ　Ｉｎｔｅｒｎｅｔ　Ｏ
ｆ　Ｔｈｉｎｇｓ；ＮＢ－ＩＯＴ）と名付けられた新しいアクセスシステムが、第三世代
パートナーシッププロジェクト（３ｒｄ　Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ　Ｐａｒｔｎｅｒｓｈｉ
ｐ　Ｐｒｏｊｅｃｔ；３ＧＰＰ）のＲＡＮ＃６９本会議で提案され、合意された。ＮＢ－
ＩＯＴシステムは、低複雑性および低スループットの高周波アクセス技術に焦点を当て、
本技術の主要な研究目的は、改良された屋内カバレッジ、莫大な数の低スループットユー
ザ機器のためのサポート、低遅延感度、非常に低いデバイス費用、デバイスの低電力損失
、およびネットワークアーキテクチャを含む。ＮＢ－ＩＯＴシステムのアップリンク伝送
帯域幅およびダウンリンク伝送帯域幅は、両方とも１８０ｋＨｚであり、ロングタームエ
ボリューション（ＬＴＥ）システムの１つの物理リソースブロック（ＰＲＢ）の帯域幅と
同一である。これは、ＮＢ－ＩＯＴシステムにおける既存のＬＴＥシステムの関連設計の
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再利用を促進する。
【０００３】
　ＮＢ－ＩＯＴシステムは、３つの異なる動作モード：１）例えば、１つ以上のＧＳＭ（
登録商標）キャリアに取って代わるためにＧＳＭ（登録商標）　ＥＤＧＥ無線アクセスネ
ットワーク（ＧＥＲＡＮ）システムによって現在使用されているスペクトルを使用する、
独立型動作、２）例えば、ＬＴＥキャリアの保護帯域内の未使用のリソースブロックを使
用する、保護帯域動作、３）例えば、通常のＬＴＥキャリア内のリソースブロックを使用
する、帯域内動作をサポートする。現在、ＮＢ－ＩＯＴ物理チャネルデータ、例えば、物
理ブロードキャストチャネル（ＰＢＣＨ）データ、物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤ
ＳＣＨ）データ、および物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）データを伝送する
ために、異なる動作モードでいずれの基準信号（ＲＳ）を使用するかという問題には、依
然として効果的な解決策がない。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明の実施形態は、少なくとも、どのＲＳがＮＢ－ＩＯＴ物理チャネルデータを伝送
するために使用されるかを把握しないという関連技術分野の問題を解決するように、デー
タ伝送方法および装置を提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明の実施形態の側面によると、ＲＳに従って物理ダウンリンクチャネルデータを伝
送することを含み、ＲＳは、第１のタイプのＲＳと、第２のタイプのＲＳと、第３のタイ
プのＲＳとを備える、データ伝送方法が提供される。
【０００６】
　随意に、第１のタイプのＲＳのパターンは、ＬＴＥシステムセル特有のＲＳ（ＣＲＳ）
のパターンに重複せず、第２のタイプのＲＳのパターンは、ＬＴＥシステムＣＲＳのパタ
ーンと同一であり、または第２のタイプのＲＳのパターンは、ＬＴＥシステムＣＲＳのパ
ターンのサブセットであり、第３のタイプのＲＳのパターンは、第１のタイプのＲＳのパ
ターンおよび第２のタイプのＲＳのパターンの重畳である。
【０００７】
　随意に、ＲＳは、２つのポートのＲＳである。
【０００８】
　随意に、帯域内動作では、物理ダウンリンクチャネルデータが第２のタイプのＲＳに従
って伝送され、４つのポートのＬＴＥシステムＣＲＳが構成されるとき、第２のタイプの
ＲＳは、２つの規定ポートのＬＴＥシステムＣＲＳであり、２つの規定ポートは、ポート
０およびポート１、またはポート０およびポート２、またはポート１およびポート３であ
る。
【０００９】
　随意に、物理ダウンリンクチャネルデータが、第３のタイプのＲＳに従って伝送される
とき、第３のタイプのＲＳは、２つのポートの第２のタイプのＲＳおよび２つのポートの
第１のタイプのＲＳの重畳であり、第１のタイプのＲＳの第１のポートおよび第２のタイ
プのＲＳの第１のポートは、同一のポートであり、第１のタイプのＲＳの第２のポートお
よび第２のタイプのＲＳの第２のポートは、同一のポートである。
【００１０】
　随意に、帯域内動作では、４つのポートのＬＴＥシステムＣＲＳが構成されるとき、２
つのポートの第２のタイプのＲＳは、２つの規定ポートのＬＴＥシステムＣＲＳであり、
２つの規定ポートは、ポート０およびポート１、またはポート０およびポート２、または
ポート１およびポート３である。
【００１１】
　随意に、２つの規定ポートは、ポート０およびポート１であるように固定され、または
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２つの規定ポートは、サブフレームが変化するにつれて変化し、２つの規定ポートが、サ
ブフレームが変化するにつれて変化するとき、２つの規定ポートは、いくつかのサブフレ
ームではポート０およびポート２であり、いくつかの他のサブフレームではポート１およ
びポート３である。
【００１２】
　随意に、第１のタイプのＲＳのパターンがＬＴＥシステムＣＲＳのパターンに重複しな
いことは、物理ダウンリンクチャネルデータが伝送されるサブフレームが、通常のサブフ
レームであるとき、第１のタイプのＲＳは、時間ドメイン内で４つのＬＴＥシステムＣＲ
Ｓ直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）シンボルの位置を占有し、各ＯＦＤＭシンボルは、４
つのリソース単位を占有する、こと、または第１のタイプのＲＳは、時間ドメイン内で、
ＣＲＳを含有しない４つのＬＴＥシステムＯＦＤＭシンボルを占有し、各ＯＦＤＭシンボ
ルは、４つのリソース単位を占有する、こと、または第１のタイプのＲＳは、時間ドメイ
ン内で８つのＯＦＤＭシンボルを占有し、８つのＯＦＤＭシンボルは、ＣＲＳを含有する
ＬＴＥシステムＯＦＤＭシンボルと、ＣＲＳを含有しないＬＴＥシステムＯＦＤＭシンボ
ルとを備え、各ＯＦＤＭシンボルは、２つのリソース単位を占有する、ことを含む。
【００１３】
　随意に、第１のタイプのＲＳのパターンがＬＴＥシステムＣＲＳのパターンに重複しな
いことは、物理ダウンリンクチャネルデータが伝送されるサブフレームが、時分割二重（
ＴＤＤ）システム特殊サブフレームであるとき、第１のタイプのＲＳは、時間ドメイン内
で、ＣＲＳを含有する１つまたは２つのＬＴＥシステムＯＦＤＭシンボルを占有し、各Ｏ
ＦＤＭシンボルは、４つのリソース単位を占有する、こと、または第１のタイプのＲＳは
、時間ドメイン内で、ＣＲＳを含有しない１つまたは２つのＬＴＥシステムＯＦＤＭシン
ボルを占有し、各ＯＦＤＭシンボルは、４つのリソース単位を占有する、こと、または第
１のタイプのＲＳは、時間ドメイン内で、ＣＲＳを含有しない４つのＬＴＥシステムＯＦ
ＤＭシンボルを占有し、各ＯＦＤＭシンボルは、２つまたは４つのリソース単位を占有す
る、こと、または第１のタイプのＲＳは、時間ドメイン内で４つのＯＦＤＭシンボルを占
有し、４つのＯＦＤＭシンボルは、ＣＲＳを含有するＬＴＥシステムＯＦＤＭシンボルと
、ＣＲＳを含有しないＬＴＥシステムＯＦＤＭシンボルとを含み、各ＯＦＤＭシンボルは
、２つまたは４つのリソース単位を占有する、ことを含む。
【００１４】
　随意に、第１のタイプのＲＳによって占有されるＯＦＤＭシンボルが、全て非ＬＴＥシ
ステムＣＲＳ　ＯＦＤＭシンボルであるとき、第１のタイプのＲＳのパターンは、固定さ
れ、または第１のタイプのＲＳのパターンは、物理セル識別（ＰＣＩＤ）に従って判定さ
れる。
【００１５】
　随意に、第１のタイプのＲＳによって占有されるＯＦＤＭシンボルが、非ＬＴＥシステ
ムＣＲＳ　ＯＦＤＭシンボルと、ＬＴＥシステムＣＲＳ　ＯＦＤＭシンボルとを含むとき
、非ＬＴＥシステムＣＲＳ　ＯＦＤＭシンボルの数量は、ＬＴＥシステムＣＲＳ　ＯＦＤ
Ｍシンボルの数量と同一であり、非ＬＴＥシステムＣＲＳ　ＯＦＤＭシンボルの中の第１
のタイプのＲＳのパターンは、固定され、ＬＴＥシステムＣＲＳ　ＯＦＤＭシンボルの中
の第１のタイプのＲＳのパターンは、ＰＣＩＤに従って判定され、または非ＬＴＥシステ
ムＣＲＳ　ＯＦＤＭシンボルの中の第１のタイプのＲＳのパターンおよびＬＴＥシステム
ＣＲＳ　ＯＦＤＭシンボルの中の第１のタイプのＲＳのパターンは両方とも、ＰＣＩＤに
従って判定され、非ＬＴＥシステムＣＲＳ　ＯＦＤＭシンボルの中の第１のタイプのＲＳ
のパターンは、周波数ドメイン内でＬＴＥシステムＣＲＳ　ＯＦＤＭシンボルの中の第１
のタイプのＲＳのパターンに対して固定オフセットＬを有し、Ｌは、０を上回るまたはそ
れと等しい整数である。
【００１６】
　随意に、帯域内動作および帯域外動作では、同一のタイプのＲＳが物理ダウンリンクチ
ャネルデータを伝送するために使用されるとき、物理ダウンリンクチャネルデータは、Ｒ
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Ｓの異なるパターンに従って伝送され、帯域外動作は、保護帯域動作または独立型動作で
ある。
【００１７】
　随意に、物理ダウンリンクチャネルデータがＲＳの異なるパターンに従って伝送される
とき、帯域外動作におけるＲＳのパターンは、帯域内動作におけるＲＳのパターンのサブ
セットである。
【００１８】
　随意に、物理ダウンリンクチャネルデータを伝送するために使用されるＲＳのタイプは
、以下の様式：所定の構成の様式、カバレッジレベルおよび／またはアグリゲーションレ
ベルに従った様式、ならびにシグナリングインジケーションの様式のうちの少なくとも１
つで判定される。
【００１９】
　随意に、本方法はさらに、物理ダウンリンクチャネルデータが、Ｋ２ポートの第２のタ
イプのＲＳに従って伝送されるとき、または物理ダウンリンクチャネルデータが、第３の
タイプのＲＳに従って伝送され、第３のタイプのＲＳのパターンが、Ｋ１ポートの第１の
タイプのＲＳのパターンおよびＫ２ポートの第２のタイプのＲＳのパターンの重畳である
とき、伝送側によって、寸法Ｋ２×Ｋ１のプリコーディング行列に従って、Ｋ１ポートを
Ｋ２ポートにマップすることと、受信側によって、寸法Ｋ２×Ｋ１のプリコーディング行
列およびＫ２ポートの推定チャネル係数に従って、Ｋ１ポートの同等チャネル係数を取得
することとを含み、Ｋ１およびＫ２は、０を上回る整数であり、Ｋ１は、Ｋ２未満である
。
【００２０】
　随意に、ＲＳのためのシーケンス発生器の初期化間隔は、Ｎｉｎｉｔサブフレームまた
は無線フレームを含み、Ｎｉｎｉｔは、１を上回るまたはそれと等しい整数である。
【００２１】
　随意に、ＲＳのためのシーケンス発生器の初期化値は、以下の様式：ＰＣＩＤに従って
判定すること、ＰＣＩＤおよびサイクリックプレフィックス（ＣＰ）タイプに従って判定
すること、ＲＳのためのシーケンス初期化の間隔シーケンス番号およびＰＣＩＤに従って
判定すること、ならびにＲＳのためのシーケンス初期化の間隔シーケンス番号、ＰＣＩＤ
、およびＣＰタイプに従って判定することのうちの少なくとも１つで判定される。
【００２２】
　随意に、本方法はさらに、帯域内動作では、シグナリングを使用することによって示さ
れる、第２のタイプのＲＳもしくは第３のタイプのＲＳのシーケンス値および／またはポ
ート数量を含む。
【００２３】
　随意に、本方法はさらに、帯域外動作では、ＲＳを伝送するためのサブフレームを事前
定義すること、および／またはシグナリングを使用することによって、ＲＳを伝送するた
めのサブフレームを構成することを含む。
【００２４】
　随意に、帯域外動作では、同期信号（ＳＳ）を伝送するためのサブフレームは、ＲＳを
伝送するために使用されなく、またはＳＳを伝送するためのサブフレーム内でＳＳを伝送
するために使用されるＯＦＤＭシンボルは、ＲＳを伝送するために使用されない。
【００２５】
　随意に、ＲＳのシーケンスは、その長さが２ＮＲＢ

ｍａｘ，ＤＬであるＬＴＥシステム
ＣＲＳシーケンス内で、その長さが２であるサブシーケンスであり、ＮＲＢ

ｍａｘ，ＤＬ

は、ＬＴＥシステムの最大ダウンリンク帯域幅構成を表す。
【００２６】
　随意に、パラメータｍ０およびｍ１の値は、事前定義され、またはシグナリングを使用
することによって示され、ＲＳのシーケンスは、パラメータｍ０およびｍ１ならびに以下
の方程式：
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【数１】

によって取得され、ｒｌ，ｎｓ（ｉ）は、ＲＳのシーケンスを表し、ＮＩＤ
ｃｅｌｌは、

ＰＣＩＤを表し、ｎｓは、タイムスロットのインデックスを表し、ｌは、ＯＦＤＭシンボ
ルのインデックスを表し、ＮＣＰは、ＣＰタイプに依存し、値０または１を有し、ｃｉｎ

ｉｔは、疑似ランダムシーケンスｃ（・）の初期化値を表す。
【００２７】
　随意に、パラメータｍ０およびｍ１の値は、それぞれ、０および１であるように事前定
義され、またはパラメータｍ０およびｍ１の値は、それぞれ、ＮＲＢ

ｍａｘ，ＤＬ－１お
よびＮＲＢ

ｍａｘ，ＤＬであるように事前定義される。
【００２８】
　随意に、パラメータｍ０およびｍ１の値は、シグナリングを使用することによって示さ
れ、パラメータの値｛ｍ０，ｍ１｝は、所定のセットに属する。
【００２９】
　随意に、ＲＳがＰＢＣＨデータを伝送するために使用されるとき、および／または帯域
外動作では、ＲＳがＰＤＣＣＨデータおよびＰＤＳＣＨデータを伝送するために使用され
るとき、パラメータｍ０およびｍ１の値は、事前定義様式を使用することによって判定さ
れる。
【００３０】
　随意に、ＰＢＣＨデータを伝送するために使用されるＲＳのシーケンスは、帯域外動作
においてＰＤＣＣＨデータおよびＰＤＳＣＨデータを伝送するために使用されるＲＳのシ
ーケンスと同一である。
【００３１】
　随意に、帯域内動作では、いかなるマルチキャストおよびブロードキャストマルチメデ
ィアサービス（ＭＢＭＳ）サービスも伝送されない、ＬＴＥマルチキャストおよびブロー
ドキャスト単一周波数ネットワーク（ＭＢＳＦＮ）サブフレームが、ＮＢ－ＩＯＴ物理ダ
ウンリンクチャネルデータを伝送するために使用されるとき、ＲＳは、ＭＢＳＦＮサブフ
レームのＭＢＳＦＮエリア内で送信され、いかなるＭＢＭＳサービスも伝送されない、Ｌ
ＴＥ　ＭＢＳＦＮサブフレームが、ＮＢ－ＩＯＴ物理ダウンリンクチャネルデータを伝送
するために使用されないとき、ＲＳは、ＭＢＳＦＮサブフレームのＭＢＳＦＮエリア内で
送信されない。
【００３２】
　本発明の実施形態の別の側面によると、ＲＳに従って物理ダウンリンクチャネルデータ
を伝送するように構成される、伝送モジュールを含み、ＲＳは、第１のタイプのＲＳと、
第２のタイプのＲＳと、第３のタイプのＲＳとを含む、データ伝送装置が提供される。
【００３３】
　本発明のさらに別の実施形態によると、記憶媒体がさらに提供される。記憶媒体は、以
下のステップ：ＲＳに従って物理ダウンリンクチャネルデータを伝送することであって、
ＲＳは、第１のタイプのＲＳと、第２のタイプのＲＳと、第３のタイプのＲＳとを含む、
ことを行うために使用される、プログラムコードを記憶するように構成される。
【００３４】
　本発明の実施形態を用いて、物理ダウンリンクチャネルデータは、データ伝送性能とＲ
Ｓオーバーヘッドとの間のバランスが異なるＮＢ－ＩＯＴ物理ダウンリンクチャネルデー
タのために確実にされ、それによって、どのＲＳがＮＢ－ＩＯＴ物理チャネルデータを伝
送するために使用されるかを把握しないという関連技術分野の問題を解決するように、第
１のタイプのＲＳ、第２のタイプのＲＳ、または第３のタイプのＲＳに従って伝送される
。
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本願明細書は、例えば、以下の項目も提供する。
（項目１）
　データ伝送方法であって、
　基準信号（ＲＳ）に従って物理ダウンリンクチャネルデータを伝送することを含み、
　前記ＲＳは、第１のタイプのＲＳと、第２のタイプのＲＳと、第３のタイプのＲＳとを
備える、方法。
（項目２）
　前記第１のタイプのＲＳのパターンは、ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）シス
テムセル特有のＲＳ（ＣＲＳ）のパターンに重複せず、
　前記第２のタイプのＲＳのパターンは、前記ＬＴＥシステムＣＲＳのパターンと同一で
あり、または前記第２のタイプのＲＳのパターンは、前記ＬＴＥシステムＣＲＳのパター
ンのサブセットであり、
　前記第３のタイプのＲＳのパターンは、前記第１のタイプのＲＳのパターンおよび前記
第２のタイプのＲＳのパターンの重畳である、項目１に記載の方法。
（項目３）
　前記ＲＳは、２つのポートのＲＳである、項目１または２に記載の方法。
（項目４）
　帯域内動作において、前記物理ダウンリンクチャネルデータが、前記第２のタイプのＲ
Ｓに従って伝送され、４つのポートのＬＴＥシステムＣＲＳが構成されるとき、前記第２
のタイプのＲＳは、２つの規定ポートのＬＴＥシステムＣＲＳであり、前記２つの規定ポ
ートは、ポート０およびポート１、またはポート０およびポート２、またはポート１およ
びポート３である、項目３に記載の方法。
（項目５）
　前記物理ダウンリンクチャネルデータが、前記第３のタイプのＲＳに従って伝送される
とき、前記第３のタイプのＲＳは、２つのポートの前記第２のタイプのＲＳおよび２つの
ポートの前記第１のタイプのＲＳの重畳であり、前記第１のタイプのＲＳの第１のポート
および前記第２のタイプのＲＳの第１のポートは、同一のポートであり、前記第１のタイ
プのＲＳの第２のポートおよび前記第２のタイプのＲＳの第２のポートは、同一のポート
である、項目３に記載の方法。
（項目６）
　前記帯域内動作において、４つのポートの前記ＬＴＥシステムＣＲＳが構成されるとき
、２つのポートの前記第２のタイプのＲＳは、２つの規定ポートのＬＴＥシステムＣＲＳ
であり、前記２つの規定ポートは、ポート０およびポート１、またはポート０およびポー
ト２、またはポート１およびポート３である、項目４に記載の方法。
（項目７）
　前記２つの規定ポートは、ポート０およびポート１であるように固定され、または前記
２つの規定ポートは、サブフレームが変化するにつれて変化し、
　前記２つの規定ポートが、サブフレームが変化するにつれて変化するとき、前記２つの
規定ポートは、前記サブフレームの一部においてポート０およびポート２であり、サブフ
レームの別の部分においてポート１およびポート３である、項目４または６に記載の方法
。
（項目８）
　前記第１のタイプのＲＳのパターンが前記ＬＴＥシステムＣＲＳのパターンに重複しな
いことは、
　前記物理ダウンリンクチャネルデータが伝送されるサブフレームが、通常のサブフレー
ムであるとき、前記第１のタイプのＲＳは、それぞれがＣＲＳを含有する、４つのＬＴＥ
システム直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）シンボルの時間ドメイン位置を占有し、各ＯＦ
ＤＭシンボルは、４つのリソース単位を占有する、こと、または
　前記第１のタイプのＲＳは、ＣＲＳを含有しない４つのＬＴＥシステムＯＦＤＭシンボ
ルの時間ドメイン位置を占有し、各ＯＦＤＭシンボルは、４つのリソース単位を占有する
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、こと、または
　前記第１のタイプのＲＳは、８つのＯＦＤＭシンボルの時間ドメイン位置を占有し、前
記８つのＯＦＤＭシンボルは、ＣＲＳを含有するＬＴＥシステムＯＦＤＭシンボルと、Ｃ
ＲＳを含有しないＬＴＥシステムＯＦＤＭシンボルとを備え、各ＯＦＤＭシンボルは、２
つのリソース単位を占有する、こと
　を備える、項目２に記載の方法。
（項目９）
　前記第１のタイプのＲＳのパターンが前記ＬＴＥシステムＣＲＳのパターンに重複しな
いことは、
　前記物理ダウンリンクチャネルデータが伝送されるサブフレームが、時分割二重（ＴＤ
Ｄ）システム特殊サブフレームであるとき、前記第１のタイプのＲＳは、前記時間ドメイ
ン内で、ＣＲＳを含有する１つまたは２つのＬＴＥシステム直交周波数分割多重（ＯＦＤ
Ｍ）シンボルを占有し、各ＯＦＤＭシンボルは、４つのリソース単位を占有する、こと、
または
　前記第１のタイプのＲＳは、前記時間ドメイン内で、ＣＲＳを含有しない１つまたは２
つのＬＴＥシステムＯＦＤＭシンボルを占有し、各ＯＦＤＭシンボルは、４つのリソース
単位を占有する、こと、または
　前記第１のタイプのＲＳは、前記時間ドメイン内で、ＣＲＳを含有しない４つのＬＴＥ
システムＯＦＤＭシンボルを占有し、各ＯＦＤＭシンボルは、２つまたは４つのリソース
単位を占有する、こと、または
　前記第１のタイプのＲＳは、時間ドメイン内で４つのＯＦＤＭシンボルを占有し、前記
４つのＯＦＤＭシンボルは、ＣＲＳを含有するＬＴＥシステムＯＦＤＭシンボルと、ＣＲ
Ｓを含有しないＬＴＥシステムＯＦＤＭシンボルとを備え、各ＯＦＤＭシンボルは、２つ
または４つのリソース単位を占有する、こと
　を備える、項目２に記載の方法。
（項目１０）
　前記第１のタイプのＲＳによって占有される前記ＯＦＤＭシンボルが、全て、ＣＲＳを
含有しないＬＴＥシステムＯＦＤＭシンボルであるとき、前記第１のタイプのＲＳのパタ
ーンは、固定され、または前記第１のタイプのＲＳのパターンは、物理セル識別（ＰＣＩ
Ｄ）に従って判定される、項目８または９に記載の方法。
（項目１１）
　前記第１のタイプのＲＳによって占有される前記ＯＦＤＭシンボルが、ＣＲＳを含有す
るＬＴＥシステムＯＦＤＭシンボルと、ＣＲＳを含有しないＬＴＥシステムＯＦＤＭシン
ボルとを備えるとき、ＣＲＳを含有するＬＴＥシステムＯＦＤＭシンボルの数およびＣＲ
Ｓを含有しないＬＴＥシステムＯＦＤＭシンボルの数は、同一であり、
　ＣＲＳを含有しない前記ＬＴＥシステムＯＦＤＭシンボルの中の前記第１のタイプのＲ
Ｓのパターンは、固定され、ＣＲＳを含有する前記ＬＴＥシステムＯＦＤＭシンボルの中
の前記第１のタイプのＲＳのパターンは、物理セル識別（ＰＣＩＤ）に従って判定され、
または
　ＣＲＳを含有しない前記ＬＴＥシステムＯＦＤＭシンボルの中の前記第１のタイプのＲ
ＳのパターンおよびＣＲＳを含有する前記ＬＴＥシステムＯＦＤＭシンボルの中の前記第
１のタイプのＲＳのパターンは、両方とも、前記ＰＣＩＤに従って判定され、ＣＲＳを含
有しない前記ＬＴＥシステムＯＦＤＭシンボルの中の前記第１のタイプのＲＳのパターン
は、ＣＲＳを含有する前記ＬＴＥシステムＯＦＤＭシンボルの中の前記第１のタイプのＲ
Ｓのパターンに対して前記周波数ドメイン内で固定オフセットＬを有し、Ｌは、０を上回
るまたはそれと等しい整数である、項目８または９に記載の方法。
（項目１２）
　帯域内動作および帯域外動作において、同一のタイプのＲＳが前記物理ダウンリンクチ
ャネルデータを伝送するために使用されるとき、前記物理ダウンリンクチャネルデータは
、前記ＲＳの異なるパターンに従って伝送され、前記帯域外動作は、保護帯域動作または
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独立型動作である、項目１に記載の方法。
（項目１３）
　前記物理ダウンリンクチャネルデータが前記ＲＳの異なるパターンに従って伝送される
とき、前記帯域外動作における前記ＲＳのパターンは、前記帯域内動作における前記ＲＳ
のパターンのサブセットである、項目１２に記載の方法。
（項目１４）
　前記物理ダウンリンクチャネルデータを伝送するために使用される前記ＲＳのタイプは
、以下の様式：所定の構成、カバレッジレベルおよび／またはアグリゲーションレベルに
従うこと、ならびにシグナリングインジケーションのうちの少なくとも１つで判定される
、項目１に記載の方法。
（項目１５）
　前記方法はさらに、
　前記物理ダウンリンクチャネルデータが、Ｋ２ポートの前記第２のタイプのＲＳに従っ
て伝送されるとき、または前記物理ダウンリンクチャネルデータが、前記第３のタイプの
ＲＳに従って伝送され、前記第３のタイプのＲＳのパターンが、Ｋ１ポートの前記第１の
タイプのＲＳのパターンおよびＫ２ポートの前記第２のタイプのＲＳのパターンの重畳で
あるとき、伝送機によって、寸法Ｋ２×Ｋ１のプリコーディング行列に従って、前記Ｋ１
ポートを前記Ｋ２ポートにマップすることと、受信機によって、寸法Ｋ２×Ｋ１の前記プ
リコーディング行列および前記Ｋ２ポートの推定チャネル係数に従って、前記Ｋ１ポート
の同等チャネル係数を取得することとを含み、
　Ｋ１およびＫ２は、０を上回る整数であり、Ｋ１は、Ｋ２未満である、項目１または２
に記載の方法。
（項目１６）
　ＲＳシーケンス発生器の初期化間隔は、ＮｉｎｉｔサブフレームまたはＮｉｎｉｔ無線
フレームを備え、Ｎｉｎｉｔは、１を上回るまたはそれと等しい整数である、項目１また
は２に記載の方法。
（項目１７）
　前記ＲＳのための前記シーケンス発生器の初期化値は、以下の様式：
　物理セル識別（ＰＣＩＤ）に従うこと、
　前記ＰＣＩＤおよびサイクリックプレフィックス（ＣＰ）タイプに従うこと、
　前記ＲＳシーケンスの前記初期化間隔のインデックスおよび前記ＰＣＩＤに従うこと、
および
　前記ＲＳシーケンスの前記初期化間隔のインデックス、前記ＰＣＩＤ、および前記ＣＰ
タイプに従うこと
　のうちの少なくとも１つで判定される、項目１６に記載の方法。
（項目１８）
　前記方法はさらに、帯域内動作において、シグナリングによって、前記第２のタイプの
ＲＳもしくは前記第３のタイプのＲＳのシーケンス値および／またはポート数量を示すこ
とを含む、項目１に記載の方法。
（項目１９）
　前記方法はさらに、帯域外動作において、前記ＲＳを伝送するためのサブフレームを事
前定義すること、および／またはシグナリングによって、前記ＲＳを伝送するためのサブ
フレームを構成することを含む、項目１に記載の方法。
（項目２０）
　帯域外動作において、同期信号（ＳＳ）を伝送するためのサブフレームは、前記ＲＳを
伝送するために使用されなく、または前記ＳＳを伝送するための前記サブフレーム内で前
記ＳＳを伝送するために使用される直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）シンボルは、前記Ｒ
Ｓを伝送するために使用されない、項目１に記載の方法。
（項目２１）
　前記ＲＳのシーケンスは、その長さが２ＮＲＢ

ｍａｘ，ＤＬである、ロングタームエボ
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リューション（ＬＴＥ）システムセル特有のＲＳ（ＣＲＳ）シーケンスの長さ２のサブシ
ーケンスであり、ＮＲＢ

ｍａｘ，ＤＬは、ＬＴＥシステムの最大ダウンリンク帯域幅構成
である、項目１に記載の方法。
（項目２２）
　前記ＲＳの前記シーケンスは、以下の動作：
　パラメータｍ０およびｍ１の値を事前定義すること、またはシグナリングによってパラ
メータｍ０およびｍ１の値を示すことと、
　前記パラメータｍ０およびｍ１ならびに以下の方程式：
【数８】

に従って、前記ＲＳの前記シーケンスを取得することであって、ｒｌ，ｎｓ（ｉ）は、前
記ＲＳの前記シーケンスであり、ＮＩＤ

ｃｅｌｌは、物理セル識別（ＰＣＩＤ）であり、
ｎｓは、タイムスロットインデックスであり、ｌは、直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）シ
ンボルインデックスであり、ＮＣＰは、サイクリックプレフィックス（ＣＰ）タイプに依
存し、値０または１を有し、ｃｉｎｉｔは、疑似ランダムシーケンスｃ（・）の初期化値
である、ことと
　に従って、取得される、項目２１に記載の方法。
（項目２３）
　前記パラメータｍ０およびｍ１の前記値は、それぞれ、０および１であるように事前定
義され、または前記パラメータｍ０およびｍ１の前記値は、それぞれ、ＮＲＢ

ｍａｘ，Ｄ

Ｌ－１およびＮＲＢ
ｍａｘ，ＤＬであるように事前定義される、項目２２に記載の方法。

（項目２４）
　前記パラメータｍ０およびｍ１の前記値は、シグナリングによって示され、前記パラメ
ータの前記値｛ｍ０，ｍ１｝は、所定のセットに属する、項目２２に記載の方法。
（項目２５）
　前記ＲＳが物理ブロードキャストチャネル（ＰＢＣＨ）データを伝送するために使用さ
れるとき、および／または帯域外動作において、前記ＲＳが物理ダウンリンク制御チャネ
ル（ＰＤＣＣＨ）データおよび物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）データを伝
送するために使用されるとき、前記パラメータｍ０およびｍ１の前記値は、事前定義され
る、項目２２に記載の方法。
（項目２６）
　物理ブロードキャストチャネル（ＰＢＣＨ）データを伝送するために使用される前記Ｒ
Ｓのシーケンスは、帯域外動作において物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）デ
ータおよび物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）データを伝送するために使用さ
れる前記ＲＳのシーケンスと同一である、項目２１に記載の方法。
（項目２７）
　帯域内動作において、いかなるマルチキャストおよびブロードキャストマルチメディア
サービス（ＭＢＭＳ）サービスも伝送されない、ＬＴＥマルチキャストおよびブロードキ
ャスト単一周波数ネットワーク（ＭＢＳＦＮ）サブフレームが、狭帯域のモノのインター
ネット（ＮＢ－ＩＯＴ）物理ダウンリンクチャネルデータを伝送するために使用されると
き、前記ＲＳは、前記ＭＢＳＦＮサブフレームのＭＢＳＦＮエリア内で送信され、
　いかなるＭＢＭＳサービスも伝送されない、ＬＴＥ　ＭＢＳＦＮサブフレームが、前記
ＮＢ－ＩＯＴ物理ダウンリンクチャネルデータを伝送するために使用されないとき、前記
ＲＳは、前記ＭＢＳＦＮサブフレームのＭＢＳＦＮエリア内で送信されない、項目１また
は２に記載の方法。
（項目２８）
　データ伝送装置であって、
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　基準信号（ＲＳ）に従って物理ダウンリンクチャネルデータを伝送するように構成され
た伝送モジュールを備え、
　前記ＲＳは、第１のタイプのＲＳと、第２のタイプのＲＳと、第３のタイプのＲＳとを
備える、データ伝送装置。
【００３５】
　本明細書に示される付随する図面は、本発明のさらなる理解のために提供され、本願の
一部を構成し、本発明の例示的実施形態およびその説明は、本発明を解説するために使用
されるが、本発明への不適切な制限を構成しない。
【図面の簡単な説明】
【００３６】
【図１】図１は、本発明のある実施形態による、データ伝送方法のフローチャートである
。
【図２】図２は、本発明のある実施形態による、データ伝送装置の構造ブロック図である
。
【図３】図３は、本発明の随意の実施形態による、通常のサブフレームのための第１のタ
イプのＲＳのパターンの第１の概略図である。
【図４】図４は、本発明の随意の実施形態による、通常のサブフレームのための第１のタ
イプのＲＳのパターンの第２の概略図である。
【図５】図５は、本発明の随意の実施形態による、通常のサブフレームのための第１のタ
イプのＲＳのパターンの第３の概略図である。
【図６】図６は、本発明の随意の実施形態による、ＴＤＤシステム特殊サブフレームのた
めの第１のタイプのＲＳのパターンの第１の概略図である。
【図７】図７は、本発明の随意の実施形態による、ＴＤＤシステム特殊サブフレームのた
めの第１のタイプのＲＳのパターンの第２の概略図である。
【図８】図８は、本発明の随意の実施形態による、ＴＤＤシステム特殊サブフレームのた
めの第１のタイプのＲＳのパターンの第３の概略図である。
【図９】図９は、本発明の随意の実施形態による、ＴＤＤシステム特殊サブフレームのた
めの第１のタイプのＲＳのパターンの第４の概略図である。
【図１０】図１０は、本発明の随意の実施形態による、ＬＴＥシステムＣＲＳ　ＯＦＤＭ
シンボルの中のＲＳのパターンに対する固定オフセットを有する、非ＬＴＥシステムＣＲ
Ｓ　ＯＦＤＭシンボルの中のＲＳのパターンの概略図である。
【図１１】図１１は、本発明の随意の実施形態による、帯域内動作および帯域外動作で物
理ダウンリンクチャネルデータを伝送するために使用される、第１のタイプのＲＳのパタ
ーンの概略図である。
【図１２】図１２は、本発明の随意の実施形態による、帯域内動作および帯域外動作で物
理ダウンリンクチャネルデータを伝送するために使用される、第２のタイプのＲＳのパタ
ーンの概略図である。
【図１３】図１３は、本発明の随意の実施形態による、帯域内動作および帯域外動作で物
理ダウンリンクチャネルデータを伝送するために使用される、第３のタイプのＲＳのパタ
ーンの概略図である。
【発明を実施するための形態】
【００３７】
　本発明は、付随する図面を参照して、実施形態を通して以下で詳細に説明されるであろ
う。本願における実施形態および実施形態における特徴は、いかなる対立も引き起こすこ
となく、相互と組み合わせられ得ることに留意されたい。
【００３８】
　本発明の本明細書、請求項、および付随する図面の中の「第１の」ならびに「第２の」
という用語は、類似オブジェクトを区別するためのみに使用され、オブジェクトの間の具
体的関係またはシーケンスを説明しないことに留意されたい。
【００３９】
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　データ伝送方法が、実施形態で提供される。図１は、本発明のある実施形態による、デ
ータ伝送方法のフローチャートである。図１に示されるように、本プロセスは、以下のス
テップを含む。
【００４０】
　ステップＳ１０２：ＲＳのタイプを取得する。
【００４１】
　ステップＳ１０４：ＲＳに従って物理ダウンリンクチャネルデータを伝送し、ＲＳは、
第１のタイプのＲＳと、第２のタイプのＲＳと、第３のタイプのＲＳとを含む。
【００４２】
　本実施形態を用いて、物理ダウンリンクチャネルデータは、データ伝送性能とＲＳオー
バーヘッドとの間のバランスが異なるＮＢ－ＩＯＴ物理ダウンリンクチャネルデータのた
めに確実にされ、それによって、どのＲＳがＮＢ－ＩＯＴ物理チャネルデータを伝送する
ために使用されるかを把握しないという関連技術分野の問題を解決するように、第１のタ
イプのＲＳ、第２のタイプのＲＳ、または第３のタイプのＲＳに従って伝送される。
【００４３】
　前述のステップＳ１０２は、本発明の随意のステップであることに留意されたい。具体
的用途シナリオでは、ステップは、省略されてもよく、または実施されてもよい。ステッ
プでは、物理ダウンリンクチャネルデータを伝送するために使用されるＲＳのタイプは、
以下の様式：所定の構成の様式、カバレッジレベルおよび／またはアグリゲーションレベ
ルに従った様式、ならびにシグナリングインジケーションの様式のうちの少なくとも１つ
で判定されてもよい。
【００４４】
　加えて、本実施形態では、第１のタイプのＲＳのパターンは、ＬＴＥシステムＣＲＳの
パターンに重複しない。ＬＴＥシステムＣＲＳのパターンは、４つのポートのＬＴＥシス
テムＣＲＳのパターン（ＬＴＥシステムＣＲＳのポートの最大数量）である。第２のタイ
プのＲＳのパターンは、ＬＴＥシステムＣＲＳのパターンと同一であり、または第２のタ
イプのＲＳのパターンは、ＬＴＥシステムＣＲＳのパターンのサブセットである。ＬＴＥ
システムＣＲＳのパターンは、２つのポートのＬＴＥシステムＣＲＳのパターンまたは４
つのポートのＬＴＥシステムＣＲＳのパターンである。第３のタイプのＲＳのパターンは
、第１のタイプのＲＳのパターンおよび第２のタイプのＲＳのパターンの重畳である。さ
らに、本発明におけるＬＴＥシステムＣＲＳのパターンは、現在のセルのＬＴＥシステム
ＣＲＳのパターンであることに留意されたい。すなわち、ＬＴＥシステムＣＲＳのパター
ンは、現在のセルのＰＣＩＤに従って判定される。
【００４５】
　本実施形態で記述されるＲＳは、２つのポートのＲＳまたは４つのポートのＲＳであっ
てもよい。
【００４６】
　実施例として２つのポートを使用して、第１のタイプのＲＳのパターンが２つのポート
のためのものであるとき、第１のタイプのＲＳのパターンは、４つのポートのＬＴＥシス
テムＣＲＳのパターンに重複しない。第２のタイプのＲＳのパターンが２つのポートのた
めのものであるとき、第２のタイプのＲＳのパターンは、２つのポート（例えば、ポート
０およびポート１）のＬＴＥシステムＣＲＳのパターンと同一であり、または２つのポー
ト（例えば、ポート０およびポート１）のＬＴＥシステムＣＲＳのパターンのサブセット
である。第３のタイプのＲＳのパターンが２つのポートのためのものであるとき、第３の
タイプのＲＳのパターンは、２つのポートの第１のタイプのＲＳのパターンおよび２つの
ポートの第２のタイプのＲＳのパターンの重畳である。
【００４７】
　実施例として４つのポートを使用して、第１のタイプのＲＳのパターンが４つのポート
のためのものであるとき、第１のタイプのＲＳのパターンは、４つのポートのＬＴＥシス
テムＣＲＳのパターンに重複しない。第２のタイプのＲＳのパターンが４つのポートのた
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めのものであるとき、第２のタイプのＲＳのパターンは、４つのポートのＬＴＥシステム
ＣＲＳのパターンと同一であり、または４つのポートのＬＴＥシステムＣＲＳのパターン
のサブセットである。第３のタイプのＲＳのパターンが４つのポートのためのものである
とき、第３のタイプのＲＳのパターンは、４つのポートの第１のタイプのＲＳのパターン
および４つのポートの第２のタイプのＲＳのパターンの重畳である。
【００４８】
　本実施形態で記述されるＲＳが本実施形態の随意の実装において２つのポートのＲＳで
あることに基づいて、帯域内動作では、物理ダウンリンクチャネルデータが第２のタイプ
のＲＳに従って伝送されるとき、第２のタイプのＲＳは、２つの規定ポートのＬＴＥシス
テムＣＲＳである。２つのポートのＬＴＥシステムＣＲＳが構成されるとき、２つの規定
ポートは、ポート０およびポート１である。４つのポートのＬＴＥシステムＣＲＳが構成
されるとき、２つの規定ポートは、ポート０およびポート１、またはポート０およびポー
ト２、またはポート１およびポート３である。加えて、４つのポートのＬＴＥシステムＣ
ＲＳが構成されるとき、記述された２つの規定ポートは、ポート０およびポート１である
ように固定され、または２つの規定ポートは、サブフレームが変化するにつれて変化する
。２つの規定ポートが、サブフレームが変化するにつれて変化するとき、２つの規定ポー
トは、いくつかのサブフレームではポート０およびポート２であり、いくつかの他のサブ
フレームではポート１およびポート３である。例えば、４つの連続サブフレームが物理ダ
ウンリンクチャネルデータを伝送するために使用される場合、ポート０およびポート１は
、４つのサブフレームに固定して使用されてもよく、またはポート０およびポート２は、
最初の２つのサブフレームに使用され、ポート１およびポート３は、最後の２つのサブフ
レームに使用される。２つの規定ポートを固定して設定する様式の使用は、低い実装複雑
性を有し、異なる動作モードで一般的設計を促進する。サブフレームが変化するにつれて
変化する、２つの規定ポートの使用は、空間的多様性利得の取得を促進する。物理ダウン
リンクチャネルは、ＰＤＣＣＨチャネルまたはＰＤＳＣＨチャネルであってもよい。前述
の様式を用いて、帯域内動作では、２つのポートまたは４つのポートのＬＴＥシステムＣ
ＲＳが基地局によって構成されるかどうかにかかわらず、２つのポートのＬＴＥシステム
ＣＲＳが第２のタイプのＲＳとして使用され、それによって、端末デバイスの実装複雑性
を低減させる。
【００４９】
　物理ダウンリンクチャネルデータが、第３のタイプのＲＳに従って伝送されるとき、第
３のタイプのＲＳは、２つのポートの第２のタイプのＲＳおよび２つのポートの第１のタ
イプのＲＳの重畳であり、第１のタイプのＲＳの第１のポートおよび第２のタイプのＲＳ
の第１のポートは、同一のポートであり、第１のタイプのＲＳの第２のポートおよび第２
のタイプのＲＳの第２のポートは、同一のポートである。すなわち、第１のタイプのＲＳ
の第１のポートのＲＳを伝送するための物理アンテナは、常に、第２のタイプのＲＳの第
１のポートのＲＳを伝送するための物理アンテナと同一であり、第１のタイプのＲＳの第
２のポートのＲＳを伝送するための物理アンテナは、常に、第２のタイプのＲＳの第２の
ポートのＲＳを伝送するための物理アンテナと同一である。加えて、帯域内動作では、第
２のタイプのＲＳは、２つの規定ポートのＬＴＥシステムＣＲＳである。２つのポートの
ＬＴＥシステムＣＲＳが構成されるとき、２つの規定ポートは、ポート０およびポート１
である。４つのポートのＬＴＥシステムＣＲＳが構成されるとき、２つの規定ポートは、
ポート０およびポート１、またはポート０およびポート２、またはポート１およびポート
３である。加えて、４つのポートのＬＴＥシステムＣＲＳが構成されるとき、記述された
２つの規定ポートは、ポート０およびポート１であるように固定され、または２つの規定
ポートは、サブフレームが変化するにつれて変化する。２つの規定ポートが、サブフレー
ムが変化するにつれて変化するとき、２つの規定ポートは、いくつかのサブフレームでは
ポート０およびポート２であり、いくつかの他のサブフレームではポート１およびポート
３である。例えば、４つの連続サブフレームが物理ダウンリンクチャネルデータを伝送す
るために使用される場合、ポート０およびポート１は、４つのサブフレームに固定して使
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用されてもよく、またはポート０およびポート２は、最初の２つのサブフレームに使用さ
れ、ポート１およびポート３は、最後の２つのサブフレームに使用される。２つの規定ポ
ートを固定して設定する様式の使用は、低い実装複雑性を有し、異なる動作モードで一般
的設計を促進する。サブフレームが変化するにつれて変化する、２つの規定ポートの使用
は、空間的多様性利得の取得を促進する。
【００５０】
　別様に規定されない限り、本発明におけるＲＳおよびＣＲＳのパターンは両方とも、Ｒ
Ｓ伝送があるサブフレームの範囲内のパターンであることに留意されたい。いわゆるパタ
ーンは、ＲＳによって占有されるリソース単位位置のみを伴うが、リソース単位位置を占
有するＲＳの具体的なポートは伴わない。
【００５１】
　本実施形態で記述される第１のタイプのＲＳが本実施形態の随意の実装において２つの
ポートのＲＳであることに基づいて、第１のタイプのＲＳのパターンが、本実施形態で記
述されるＬＴＥシステムＣＲＳのパターンに重複しないことは、物理ダウンリンクチャネ
ルデータが伝送されるサブフレームが、通常のサブフレームであるとき、第１のタイプの
ＲＳは、時間ドメイン内で４つのＬＴＥシステムＣＲＳ　ＯＦＤＭシンボルの位置を占有
し、各ＯＦＤＭシンボルは、４つのリソース単位を占有する、こと、または第１のタイプ
のＲＳは、時間ドメイン内で４つの非ＬＴＥシステムＣＲＳ　ＯＦＤＭシンボルの位置を
占有し、各ＯＦＤＭシンボルは、４つのリソース単位を占有する、こと、または第１のタ
イプのＲＳは、時間ドメイン内で８つのＯＦＤＭシンボルの位置を占有し、８つのＯＦＤ
Ｍシンボルは、ＬＴＥシステムＣＲＳおよび非ＬＴＥシステムＣＲＳ　ＯＦＤＭシンボル
を含み、各ＯＦＤＭシンボルは、２つのリソース単位を占有する、ことを含む。
【００５２】
　本実施形態で記述される第１のタイプのＲＳが本実施形態の別の随意の実装において２
つのポートのＲＳであることに基づいて、第１のタイプのＲＳのパターンが、本実施形態
で記述されるＬＴＥシステムＣＲＳのパターンに重複しないことは、物理ダウンリンクチ
ャネルデータが伝送されるサブフレームが、ＴＤＤシステム特殊サブフレームであるとき
、第１のタイプのＲＳは、時間ドメイン内で１つまたは２つのＬＴＥシステムＣＲＳ　Ｏ
ＦＤＭシンボルの位置を占有し、各ＯＦＤＭシンボルは、４つのリソース単位を占有する
、こと、または第１のタイプのＲＳは、時間ドメイン内で１つまたは２つの非ＬＴＥシス
テムＣＲＳ　ＯＦＤＭシンボルの位置を占有し、各ＯＦＤＭシンボルは、４つのリソース
単位を占有する、こと、または第１のタイプのＲＳは、時間ドメイン内で４つの非ＬＴＥ
システムＣＲＳ　ＯＦＤＭシンボルの位置を占有し、各ＯＦＤＭシンボルは、２つまたは
４つのリソース単位を占有する、こと、または第１のタイプのＲＳは、時間ドメイン内で
４つのＯＦＤＭシンボルの位置を占有し、４つのＯＦＤＭシンボルは、ＬＴＥシステムＣ
ＲＳおよび非ＬＴＥシステムＣＲＳ　ＯＦＤＭシンボルを含み、各ＯＦＤＭシンボルは、
２つまたは４つのリソース単位を占有する、ことを含む。
【００５３】
　加えて、本実施形態では、第１のタイプのＲＳによって占有されるＯＦＤＭシンボルが
、全て非ＬＴＥシステムＣＲＳ　ＯＦＤＭシンボルであるとき、第１のタイプのＲＳのパ
ターンは、固定され、または第１のタイプのＲＳのパターンは、ＰＣＩＤに従って判定さ
れる。
【００５４】
　第１のタイプのＲＳによって占有されるＯＦＤＭシンボルが、非ＬＴＥシステムＣＲＳ
　ＯＦＤＭシンボルと、ＬＴＥシステムＣＲＳ　ＯＦＤＭシンボルとを含むとき、非ＬＴ
ＥシステムＣＲＳ　ＯＦＤＭシンボルの数量は、ＬＴＥシステムＣＲＳ　ＯＦＤＭシンボ
ルの数量と同一である。非ＬＴＥシステムＣＲＳ　ＯＦＤＭシンボルの中の第１のタイプ
のＲＳのパターンは、固定され、ＬＴＥシステムＣＲＳ　ＯＦＤＭシンボルの中の第１の
タイプのＲＳのパターンは、ＰＣＩＤに従って判定され、または非ＬＴＥシステムＣＲＳ
　ＯＦＤＭシンボルの中の第１のタイプのＲＳのパターンおよびＬＴＥシステムＣＲＳ　
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ＯＦＤＭシンボルの中の第１のタイプのＲＳのパターンは両方とも、ＰＣＩＤに従って判
定され、非ＬＴＥシステムＣＲＳ　ＯＦＤＭシンボルの中の第１のタイプのＲＳのパター
ンは、周波数ドメイン内でＬＴＥシステムＣＲＳ　ＯＦＤＭシンボルの中の第１のタイプ
のＲＳのパターンに対して固定オフセットＬを有し、Ｌは、０を上回るまたはそれと等し
い整数である。
【００５５】
　帯域内動作および帯域外動作では、同一のタイプのＲＳが物理ダウンリンクチャネルデ
ータを伝送するために使用されるとき、物理ダウンリンクチャネルデータは、ＲＳの異な
るパターンに従って伝送されることに留意されたい。帯域外動作は、保護帯域動作または
独立型動作である。物理ダウンリンクチャネルデータがＲＳの異なるパターンに従って伝
送されるとき、帯域外動作におけるＲＳのパターンは、帯域内動作におけるＲＳのパター
ンのサブセットであってもよい。
【００５６】
　本実施形態では、物理ダウンリンクチャネルデータが、Ｋ２ポートの第２のタイプのＲ
Ｓに従って伝送されるとき、または物理ダウンリンクチャネルデータが、第３のタイプの
ＲＳに従って伝送され、第３のタイプのＲＳのパターンが、Ｋ１ポートの第１のタイプの
ＲＳのパターンおよびＫ２ポートの第２のタイプのＲＳのパターンの重畳であるとき、伝
送側は、寸法Ｋ２×Ｋ１のプリコーディング行列に従って、Ｋ１ポートをＫ２ポートにマ
ップし、受信側は、寸法Ｋ２×Ｋ１のプリコーディング行列およびＫ２ポートの推定チャ
ネル係数に従って、Ｋ１ポートの同等チャネル係数を取得し、Ｋ１およびＫ２は、０を上
回る整数であり、Ｋ１は、Ｋ２未満である。本方法を用いて、物理ダウンリンクチャネル
データが第２のタイプのＲＳまたは第３のタイプのＲＳに従って伝送されるとき、端末デ
バイスは、Ｋ２ポート（例えば、４つのポート）の第２のタイプのＲＳを使用することに
よって、Ｋ１ポートの物理ダウンリンクチャネルデータを受信することができる。
【００５７】
　加えて、本実施形態でＲＳに関与するシーケンス発生器の初期化間隔は、Ｎｉｎｉｔサ
ブフレームまたは無線フレームを含み、Ｎｉｎｉｔは、１を上回るまたはそれと等しい整
数である。本実施形態の随意の実装では、ＲＳのためのシーケンス発生器の初期化値は、
以下の様式：ＰＣＩＤに従って判定すること、ＰＣＩＤおよびＣＰタイプに従って判定す
ること、ＲＳのためのシーケンス初期化の間隔シーケンス番号およびＰＣＩＤに従って判
定すること、ならびにＲＳのためのシーケンス初期化の間隔シーケンス番号、ＰＣＩＤ、
およびＣＰタイプに従って判定することのうちの少なくとも１つで判定される。
【００５８】
　加えて、本実施形態の随意の実装では、本実施形態における方法はさらに、帯域内動作
では、シグナリングを使用することによって、本実施形態における第２のタイプのＲＳも
しくは第３のタイプのＲＳのシーケンス値および／またはポート数量を示すことを含んで
もよい。
【００５９】
　加えて、本実施形態における方法はさらに、帯域外動作では、本実施形態におけるＲＳ
を伝送するためのサブフレームを事前定義すること、および／またはシグナリングを使用
することによって、本実施形態におけるＲＳを伝送するためのサブフレームを構成するこ
とを含んでもよい。ＳＳを伝送するためのサブフレームは、ＲＳを伝送するために使用さ
れなく、またはＳＳを伝送するためのサブフレーム内でＳＳを伝送するために使用される
ＯＦＤＭシンボルのみが、ＲＳを伝送するために使用されない。
【００６０】
　加えて、本実施形態で記述されるＲＳのシーケンスは、その長さが２ＮＲＢ

ｍａｘ，Ｄ

ＬであるＬＴＥシステムＣＲＳシーケンス内で、その長さが２であるサブシーケンスであ
り得、ＮＲＢ

ｍａｘ，ＤＬは、ＬＴＥシステムの最大ダウンリンク帯域幅構成（例えば、
１１０個のＰＲＢ）を表す。既存のＬＴＥ　ＣＲＳシーケンスの区画が、抽出され、ＲＳ
のシーケンスとして使用される。これは、一方では、伝送性能の大損失を引き起こさず、



(18) JP 6824232 B2 2021.2.3

10

20

30

40

50

他方では、完全に新しいＲＳシーケンスを設計する必要性を回避し、それによって、ＲＳ
のシーケンスの標準化のための作業負荷を低減させる。具体的には、本実施形態では、Ｒ
Ｓのシーケンスは、以下の動作：パラメータｍ０およびｍ１の値を事前定義すること、ま
たはシグナリングを使用することによって（例えば、ＰＢＣＨシグナリングを使用するこ
とによって）パラメータｍ０およびｍ１の値を示すことと、次いで、パラメータｍ０およ
びｍ１ならびに以下の方程式：
【数２】

に従って、ＲＳのシーケンスを取得することとに従って、取得されてもよく、ｒｌ，ｎｓ

（ｉ）は、ＲＳのシーケンスであり、ＮＩＤ
ｃｅｌｌは、ＰＣＩＤであり、ｎｓは、タイ

ムスロットのインデックスであり、ｌは、ＯＦＤＭシンボルのインデックスであり、ＮＣ

Ｐは、ＣＰタイプに依存し、値０または１を有し、ｃｉｎｉｔは、疑似ランダムシーケン
スｃ（・）の初期化値である。
【００６１】
　パラメータｍ０およびｍ１の値が、事前定義様式を使用することによって判定されると
き、パラメータｍ０およびｍ１の値は、それぞれ、０および１であり、またはパラメータ
ｍ０およびｍ１の値は、それぞれ、ＮＲＢ

ｍａｘ，ＤＬ－１およびＮＲＢ
ｍａｘ，ＤＬで

あることに留意されたい。また、パラメータｍ０およびｍ１の値が、シグナリングを使用
することによって示されるとき、パラメータの｛ｍ０，ｍ１｝値は、所定のセットに属す
る。パラメータｍ０およびｍ１の値が、帯域内動作、保護帯域動作、および独立型動作の
ためにシグナリングを使用することによって、インジケーションを通して取得されるとき
、同一の所定のセットが使用され、または異なる所定のセットが、帯域内動作、保護帯域
動作、および独立型動作のために別個に使用される。例えば、帯域内動作に関して、ＬＴ
Ｅシステムの帯域幅中心における６個のＰＲＢ以外の帯域範囲内でＮＢ－ＩＯＴシステム
の柔軟な展開を実装するために、所定の値のセット｛ｍ０，ｍ１｝は、｛０，１｝、｛２
，３｝、｛４，５｝、．．．、｛ＮＲＢ

ｍａｘ，ＤＬ－８，ＮＲＢ
ｍａｘ，ＤＬ－７｝、

｛ＮＲＢ
ｍａｘ，ＤＬ＋６，ＮＲＢ

ｍａｘ，ＤＬ＋７｝、｛ＮＲＢ
ｍａｘ，ＤＬ＋８，Ｎ

ＲＢ
ｍａｘ，ＤＬ＋９｝、．．．、および｛２ＮＲＢ

ｍａｘ，ＤＬ－２，２ＮＲＢ
ｍａｘ

，ＤＬ－１｝であってもよい。保護帯域動作および独立型動作に関して、設計を単純化す
るために、帯域内動作のものと同一の所定のセットが、使用され続けてもよい。しかしな
がら、制御オーバーヘッドを低減させる視点から、所定のセットは、帯域内動作の所定の
セットのサブセットであってもよい。これに基づいて、帯域内動作の所定のセット、保護
帯域動作および独立型動作の所定のセットのサブセットであることは、同一であり得、ま
たは異なり得る。例えば、独立型動作に関して、所定のセットは、｛０，１｝、｛２，３
｝、｛４，５｝、．．．、および｛１４，１５｝であってもよい。保護帯域動作に関して
、独立型動作の所定のセットが、使用され続けてもよく、または新しい所定のセットが定
義される。
【００６２】
　加えて、本実施形態の別の随意の実装では、ＲＳがＰＢＣＨデータを伝送するために使
用されるとき、および／または帯域外動作では、ＲＳがＰＤＣＣＨデータおよびＰＤＳＣ
Ｈデータを伝送するために使用されるとき、パラメータｍ０およびｍ１の値は、事前定義
様式を使用することによって判定される。ＰＢＣＨの復号中に、端末デバイスは、依然と
してＮＢ－ＩＯＴシステムの動作モードを把握しない場合がある。この場合、好ましくは
、（ｍ０およびｍ１の所定の値と同等である）第１のタイプのＲＳの所定のシーケンスが
、ＰＢＣＨデータを伝送するために使用される。帯域外動作では、ＰＤＣＣＨデータおよ
びＰＤＳＣＨデータの伝送に関して、ＬＴＥシステムとの後方互換性は、必要とされない
。設計を単純化する視点から、好ましくは、（ｍ０およびｍ１の所定の値と同等である）
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第２のタイプのＲＳまたは第３のタイプのＲＳの所定のシーケンスが、ＰＤＣＣＨデータ
およびＰＤＳＣＨデータを伝送するために使用される。
【００６３】
　前述の実施形態で記述されるＰＢＣＨデータを伝送するために使用されるＲＳシーケン
スは、帯域外動作においてＰＤＣＣＨデータおよびＰＤＳＣＨデータを伝送するために使
用されるＲＳシーケンスと同一である。帯域外動作においてＰＢＣＨデータを伝送するた
めに使用されるＲＳシーケンスおよびＰＤＣＣＨデータおよびＰＤＳＣＨデータを伝送す
るために使用されるＲＳシーケンスが両方とも、一般的設計を促進するために、事前判定
された様式を使用することによって取得されるとき、前述の２つのシーケンスは、同一の
シーケンスであるように設定されてもよい。この場合、ＰＢＣＨのＲＳのシーケンスを判
定するために使用される｛ｍ０，ｍ１｝の値は、帯域外動作においてＰＤＣＣＨおよびＰ
ＤＳＣＨのＲＳのシーケンスを判定するために使用される｛ｍ０，ｍ１｝の値と同一であ
る。
【００６４】
　帯域内動作では、いかなるＭＢＭＳサービスも伝送されない、ＬＴＥ　ＭＢＳＦＮサブ
フレームが、ＮＢ－ＩＯＴ物理ダウンリンクチャネルデータを伝送するために使用される
とき、ＲＳは、ＭＢＳＦＮサブフレームのＭＢＳＦＮエリア内で送信される。いかなるＭ
ＢＭＳサービスも伝送されない、ＬＴＥ　ＭＢＳＦＮサブフレームが、ＮＢ－ＩＯＴ物理
ダウンリンクチャネルデータを伝送するために使用されないとき、ＲＳは、ＭＢＳＦＮサ
ブフレームのＭＢＳＦＮエリア内で送信されない。帯域内動作では、ブフレームが、ネッ
トワークによって、ＬＴＥシステムのＭＢＳＦＮサブフレームであるように構成されるが
、実際には、サブフレームが、ＬＴＥシステムのＭＢＭＳサービスを伝送するために使用
されない場合、この場合、リソース利用効率を向上させるために、ＭＢＳＦＮサブフレー
ムは、ＮＢ－ＩＯＴがＮＢ－ＩＯＴ物理ダウンリンクチャネル（例えば、ＰＤＣＣＨまた
はＰＤＳＣＨ）データを伝送するための使用可能サブフレームリソースとして使用されて
もよい。ＭＢＳＦＮサブフレームが、ＮＢ－ＩＯＴ物理ダウンリンクチャネルデータを伝
送するために使用されるとき、物理ダウンリンクチャネルデータを復調させるために使用
されるＲＳ（第１のタイプのＲＳまたは第２のタイプのＲＳまたは第３のタイプのＲＳ）
が、ＭＢＳＦＮサブフレームのＭＢＳＦＮエリア内で物理チャネルデータとともに送信さ
れる。別様に、ＭＢＳＦＮサブフレームがＮＢ－ＩＯＴ物理ダウンリンクチャネルデータ
を伝送するために使用されないとき、対応するＮＢ－ＩＯＴ　ＲＳ（第１のタイプのＲＳ
または第２のタイプのＲＳまたは第３のタイプのＲＳ）は、ＬＴＥシステムのＵＥのデー
タ伝送への影響を可能な限り回避するように、ＭＢＳＦＮサブフレームのＭＢＳＦＮエリ
ア内で送信されない。ＭＢＳＦＮサブフレームのＭＢＳＦＮエリアは、最初の２つのＯＦ
ＤＭシンボルを除いて、ＭＢＳＦＮサブフレーム内の全てのＯＦＤＭシンボルを含む。Ｍ
ＢＳＦＮサブフレームのＭＢＳＦＮエリアは、時間ドメイン内の概念であり、周波数ドメ
インでは、ＮＢ－ＩＯＴ　ＲＳは、ＮＢ－ＩＯＴ狭帯域（１つのＰＲＢ）の範囲内のみで
送信されるが、ＬＴＥシステムの帯域幅範囲内では送信されないことに留意されたい。
【００６５】
　実装の上記の説明を通して、前述の実施形態における方法は、必要な普遍的ハードウェ
アプラットフォームを加えたソフトウェアを通して達成され得、確かに、ハードウェアを
通しても達成され得ることが、当業者に明確である。しかしながら、殆どの場合、前者の
実装が好ましい。これに基づいて、本発明の技術的解決策は、本質的に、または従来技術
に寄与する部分は、ソフトウェア製品の形態で具現化されてもよい。コンピュータソフト
ウェア製品は、記憶媒体（例えば、読取専用メモリ（ＲＯＭ）／ランダムアクセスメモリ
（ＲＡＭ）、磁気ディスク、または光ディスク）の中に記憶され、本発明の実施形態によ
る方法を行うように端末デバイス（例えば、携帯電話、コンピュータ、サーバ、またはネ
ットワークデバイス）に命令するために使用される、いくつかの命令を含有してもよい。
【００６６】
　データ伝送装置がさらに、本実施形態で提供される。本装置は、前述の実施形態および
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好ましい実装を実装するように構成される。上記で説明されている部分は、ここでは繰り
返されないであろう。以降で使用されるように、「モジュール」という用語は、事前判定
された機能を実装するソフトウェアおよび／またはハードウェアの組み合わせであっても
よい。以下の実施形態で説明される装置は、好ましくは、ソフトウェアを使用することに
よって実装されるが、ハードウェアまたはソフトウェアおよびハードウェアの組み合わせ
を使用することによる装置の実装も可能であり、考えられる。
【００６７】
　図２は、本発明のある実施形態による、データ伝送装置の構造ブロック図である。図２
に示されるように、本装置は、
　ＲＳのタイプを取得するように構成される、取得モジュール２２と、
　取得モジュール２２に結合および接続され、ＲＳが、第１のタイプのＲＳと、第２のタ
イプのＲＳと、第３のタイプのＲＳとを含む、ＲＳに従って物理ダウンリンクチャネルデ
ータを伝送するように構成される、伝送モジュール２４と
　を含む。
【００６８】
　前述のモジュールは、ソフトウェアまたはハードウェアを使用することによって実装さ
れ得ることに留意されたい。ハードウェアを使用することによる実装は、以下の様式であ
ってもよいが、それらに限定されず、前述のモジュールは、同一のプロセッサの中に位置
し、または前述のモジュールは、複数のプロセッサの中で別個に位置する。
【００６９】
　本発明は、一例として、本発明の随意の実施形態を参照して、以下に説明される。
【００７０】
　本随意の実施形態は、データ伝送方法を提供する。本方法のことは、ＲＳ：第１のタイ
プのＲＳ、第２のタイプのＲＳ、および第３のタイプのＲＳに従って、物理ダウンリンク
チャネルデータを伝送することを含む。
【００７１】
　物理ダウンリンクチャネルは、ＰＢＣＨ、ＰＤＣＣＨ、およびＰＤＳＣＨを含むが、そ
れらに限定されない。
【００７２】
　本随意の実施形態では、少なくとも帯域外動作に関して、ＲＳのためのシーケンス発生
器の初期化間隔は、Ｎｉｎｉｔサブフレームまたは無線フレームを含み、Ｎｉｎｉｔは、
１を上回るまたはそれと等しい整数である。
【００７３】
　関連技術分野では、ＬＴＥシステムにおけるＣＲＳのためのシーケンス発生器は、ＯＦ
ＤＭシンボル毎の基準で初期化される。ＮＢ－ＩＯＴシステムに関して、ＯＦＤＭシンボ
ルのシーケンスの初期化間隔が依然として使用される場合、ＮＢ－ＩＯＴ　ＲＳは、１つ
のＰＲＢ帯域幅制限に起因して、各ＯＦＤＭシンボルの中の比較的少量のリソース単位を
占有する。結果として、非常の少量のシーケンス値が、各シーケンス初期化動作後に生成
される。これは、非常に非効率的である。ＮＢ－ＩＯＴシステムに関して、シーケンス生
成効率を増加させるために、１つ以上のサブフレームまたは無線フレームが、ＮＢ－ＩＯ
Ｔ　ＲＳのシーケンスを初期化するために間隔として使用されてもよい。
【００７４】
　ＲＳのためのシーケンス発生器の初期化値は、以下の様式：ＰＣＩＤに従って判定する
こと、またはＰＣＩＤおよびＣＰタイプに従って判定すること、またはＲＳのためのシー
ケンス初期化の間隔シーケンス番号およびＰＣＩＤに従って判定すること、またはＲＳの
ためのシーケンス初期化の間隔シーケンス番号、ＰＣＩＤ、およびＣＰタイプに従って判
定することのうちの１つで判定されてもよい。
【００７５】
　加えて、本随意の実施形態では、第１のタイプのＲＳのパターンは、４つのポートのＬ
ＴＥシステムＣＲＳのパターンに重複しない、すなわち、第１のタイプのＲＳによって占
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有されるリソース単位は、４つのポートのＬＴＥシステムＣＲＳによって占有されるリソ
ース単位に重複しなく、または４つのポートのＬＴＥシステムＣＲＳによって占有される
リソース単位は、もはや第１のタイプのＲＳを伝送するために使用されない。第２のタイ
プのＲＳのパターンは、２つのポートもしくは４つのポートのＬＴＥシステムＣＲＳのパ
ターンと同一であり、または２つのポートもしくは４つのポートのＬＴＥシステムＣＲＳ
のパターンのサブセットである。すなわち、第２のタイプのＲＳによって占有されるリソ
ース単位は、２つのポートもしくは４つのポートのＬＴＥシステムＣＲＳによって占有さ
れるリソース単位と同一であり、または第２のタイプのＲＳによって占有されるリソース
単位は、２つのポートもしくは４つのポートのＬＴＥシステムＣＲＳによって占有される
リソース単位のサブセットである。第３のタイプのＲＳのパターンは、第１のタイプのＲ
Ｓのパターンおよび第２のタイプのＲＳのパターンの重畳である。すなわち、第３のタイ
プのＲＳによって占有されるリソース単位は、第１のタイプのＲＳによって占有されるリ
ソース単位と、第２のタイプのＲＳによって占有されるリソース単位とを含む。帯域内動
作に関して、第２のタイプのＲＳまたは第３のタイプのＲＳが物理ダウンリンクチャネル
データを伝送するために使用されるとき、ＲＳおよびデータは、第２のタイプのＲＳがＬ
ＴＥシステムＣＲＳと同等であるため、同一の出力レベルまたは異なる出力レベルを有し
てもよい。
【００７６】
　任意の物理ダウンリンクチャネルに関して、３つのＲＳタイプのうちの少なくとも１つ
がサポートされてもよい。例えば、ＰＢＣＨチャネルに関して、設計を単純化する視点か
ら、第１のタイプのＲＳのみがサポートされてもよい。ＰＤＣＣＨチャネルまたはＰＤＳ
ＣＨチャネルに関して、ＲＳオーバーヘッドとデータ伝送性能との間のバランスを確実に
する視点から、第２のタイプのＲＳおよび第３のタイプのＲＳがサポートされてもよい。
【００７７】
　実施例として２つのポートの第１のタイプのＲＳのパターンを使用して、ＲＳのパター
ンがＬＴＥシステムＣＲＳのパターンに重複しないことは、以下を含む。
　１）物理ダウンリンクチャネルデータが伝送されるサブフレームが、通常のサブフレー
ムであるとき、ＲＳのパターンが本随意の実施形態で記述されるＬＴＥシステムＣＲＳの
パターンに重複しないことは、ＲＳが、時間ドメイン内で４つのＬＴＥシステムＣＲＳ　
ＯＦＤＭシンボルの位置を占有し、各ＯＦＤＭシンボルが、４つのリソース単位を占有す
ることであり得る。ＲＳのパターンは、ＬＴＥシステムＣＲＳのパターンに対して固定オ
フセットを有するように設定される。例えば、オフセットは、１であるように固定される
。本様式は、ＬＴＥシステムＣＲＳの関連デバイスの直接再利用を促進する。代替として
、ＲＳは、４つの非ＬＴＥシステムＣＲＳ　ＯＦＤＭシンボルの位置を占有し、各ＯＦＤ
Ｍシンボルは、４つのリソース単位を占有する。ＲＳの固定パターンが、使用される。本
様式は、設計複雑性を最小限にすることに役立つ。代替として、ＲＳは、８つのＯＦＤＭ
シンボルを占有し、８つのＯＦＤＭシンボルは、ＬＴＥシステムＣＲＳおよび非ＬＴＥシ
ステムＣＲＳ　ＯＦＤＭシンボルを含み、各ＯＦＤＭシンボルは、２つのリソース単位を
占有する。さらなる拡張が、時間ドメイン内で行われる。本様式は、ＲＳの出力増加効果
を最大限にすることに役立つ。加えて、全ての前述の様式はまた、ＲＳが２つのポートの
ためのものであるときに、占有されたリソース単位の数量が、２つのポートのＬＴＥシス
テムＣＲＳによって占有されるリソース単位の数量を超えないことを確実にする。すなわ
ち、１６個のリソース単位のオーバーヘッドが、保たれる。各ポートは、８つのリソース
単位に対応する。
　２）物理ダウンリンクチャネルデータが伝送されるサブフレームが、ＴＤＤシステム特
殊サブフレームであるとき、ＲＳのパターンが本随意の実施形態におけるＬＴＥシステム
ＣＲＳのパターンに重複しないことは、ＲＳが、時間ドメイン内で１つまたは２つのＬＴ
ＥシステムＣＲＳ　ＯＦＤＭシンボルの位置を占有し、各ＯＦＤＭシンボルが４つのリソ
ース単位を占有することである。代替として、ＲＳは、１つまたは２つの非ＬＴＥシステ
ムＣＲＳ　ＯＦＤＭシンボルの位置を占有し、各ＯＦＤＭシンボルは、４つのリソース単
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位を占有する。代替として、ＲＳは、４つの非ＬＴＥシステムＣＲＳ　ＯＦＤＭシンボル
の位置を占有し、各ＯＦＤＭシンボルは、２つまたは４つのリソース単位を占有する。代
替として、ＲＳは、ＬＴＥシステムＣＲＳおよび非ＬＴＥシステムＣＲＳ　ＯＦＤＭシン
ボルを含む、４つのＯＦＤＭシンボルの位置を占有し、各ＯＦＤＭシンボルは、２つまた
は４つのリソース単位を占有する。ダウンリンクパイロットタイムスロット（ＤｗＰＴＳ
）の中に含まれるＯＦＤＭシンボルの数量が、異なるＴＤＤシステム特殊サブフレーム構
成とともに変動するため、対応するＲＳのパターンは、ＤｗＰＴＳによって占有されるＯ
ＦＤＭシンボルの数量に依存するはずである。概して、ＤｗＰＴＳによって占有される少
量のＯＦＤＭシンボルは、対応するＲＳのパターンによって占有される少量のリソース単
位（オーバーヘッド）を示す。全ての前述の様式は、異なる特殊サブフレーム構成を考慮
する。
【００７８】
　加えて、ＲＳによって占有されるＯＦＤＭシンボルが全て非ＬＴＥシステムＣＲＳ　Ｏ
ＦＤＭシンボルであるとき、本随意の実施形態では、ＲＳのパターンは、固定されてもよ
く、またはＰＣＩＤに従って判定されてもよい。ＲＳの固定パターンの使用は、設計複雑
性を最小限にすることができる。ＰＣＩＤに従ったＲＳのパターンの判定は、ＬＴＥシス
テムＣＲＳの既存の設計の再利用およびセルのＲＳの間の干渉の低減を促進する。例えば
、ＲＳのパターンは、ＰＣＩＤおよび以下の方程式：Ｉｐａｔｔｅｒｎ＝ｍｏｄ（ＰＣＩ
Ｄ，Ｎ）に従って判定され、Ｎは、ＲＳの候補パターンの数量を表し、Ｉｐａｔｔｅｒｎ
は、０～Ｎ－１の範囲内のＲＳのパターンのインデックスを表す。この場合、ＲＳの異な
る候補パターンが固定オフセットを有する、例えば、ＲＳの隣接パターンが＋１のオフセ
ットを有すると仮定される場合、異なるＰＣＩＤを使用する２つのセルのＲＳのパターン
は、固定オフセットを有する。オフセットは、２つのＰＣＩＤの値に依存する。
【００７９】
　本随意の実施形態の別の実装では、ＲＳによって占有されるＯＦＤＭシンボルが、非Ｌ
ＴＥシステムＣＲＳ　ＯＦＤＭシンボルと、ＬＴＥシステムＣＲＳ　ＯＦＤＭシンボルと
を含むとき、非ＬＴＥシステムＣＲＳ　ＯＦＤＭシンボルの数量は、ＬＴＥシステムＣＲ
Ｓ　ＯＦＤＭシンボルの数量と同一である。非ＬＴＥシステムＣＲＳ　ＯＦＤＭシンボル
の中のＲＳのパターンは、固定され、ＬＴＥシステムＣＲＳ　ＯＦＤＭシンボルのＲＳの
パターンは、ＰＣＩＤに従って判定される。本様式は、ＲＳの規則的または一様なパター
ンを確実にすることに役立つ。代替として、非ＬＴＥシステムＣＲＳ　ＯＦＤＭシンボル
の中のＲＳのパターンおよびＬＴＥシステムＣＲＳ　ＯＦＤＭシンボルの中のＲＳのパタ
ーンは両方とも、ＰＣＩＤに従って判定され、非ＬＴＥシステムＣＲＳ　ＯＦＤＭシンボ
ルの中のＲＳのパターンは、周波数ドメイン内でＬＴＥシステムＣＲＳ　ＯＦＤＭシンボ
ルの中のＲＳのパターンに対して固定オフセットＬを有し、Ｌは、０を上回るまたはそれ
と等しい整数である。本様式は、ＬＴＥシステムＣＲＳの既存の設計原理の再利用および
セルのＲＳの間の干渉の低減を促進する。
【００８０】
　本随意の実施形態に関して、帯域内動作および帯域外動作では、ＲＳの同一のタイプが
物理ダウンリンクチャネルデータを伝送するために使用されるとき、物理ダウンリンクチ
ャネルデータは、ＲＳの異なるパターンに従って伝送され、帯域外動作は、保護帯域動作
または独立型動作である。同一のタイプのＲＳは、第１のタイプのＲＳ、第２のタイプの
ＲＳ、または第３のタイプのＲＳである。具体的には、第１のタイプのＲＳに関して、Ｒ
Ｓの異なるパターンは、第１のタイプのＲＳの異なるパターンである。第２のタイプのＲ
Ｓに関して、ＲＳの異なるパターンは、第２のタイプのＲＳの異なるパターンである。第
３のタイプのＲＳに関して、ＲＳの異なるパターンは、第３のタイプのＲＳの異なるパタ
ーンである。物理ダウンリンクチャネルデータがＲＳの異なるパターンに従って伝送され
るとき、帯域外動作におけるＲＳのパターンは、帯域内動作におけるＲＳのパターンのサ
ブセットである。すなわち、帯域外動作におけるＲＳのパターンによって占有されるリソ
ース単位は、帯域内動作におけるＲＳのパターンによって占有されるリソース単位のサブ
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セットである。第１のタイプのＲＳに関して、帯域外動作における第１のタイプのＲＳの
パターンは、帯域内動作における第１のタイプのＲＳのパターンのサブセットである。第
２のタイプのＲＳに関して、帯域外動作における第２のタイプのＲＳのパターンは、帯域
内動作における第２のタイプのＲＳのパターンのサブセットである。第３のタイプのＲＳ
に関して、帯域外動作における第３のタイプのＲＳのパターンは、帯域内動作における第
３のタイプのＲＳのパターンのサブセットである。
【００８１】
　本随意の実施形態の別の実装では、物理ダウンリンクチャネルデータを伝送するために
使用されるＲＳのタイプは、以下の様式：事前定義すること、もしくはカバレッジレベル
および／またはアグリゲーションレベルに従って判定すること、もしくはシグナリングを
使用することによるインジケーションのうちの１つで判定されてもよい。例えば、ＰＢＣ
Ｈデータは、常に、第１のタイプのＲＳに従って伝送されることが事前定義されてもよい
。第２のタイプのＲＳまたは第３のタイプのＲＳは、ＰＤＣＣＨデータまたはＰＤＳＣＨ
データを伝送するために使用されると仮定される。ＰＤＣＣＨチャネルに関して、カバレ
ッジレベルおよび／またはアグリゲーションレベルに従って、ＰＤＣＣＨデータを伝送す
るために第２のタイプのＲＳまたは第３のタイプのＲＳを使用するかどうかが判定されて
もよい。ＰＤＳＣＨチャネルに関して、カバレッジレベルに従って、ＰＤＳＣＨデータを
伝送するために第２のタイプのＲＳまたは第３のタイプのＲＳを使用するかどうかが判定
されてもよい。極端なカバレッジシナリオでは、（第３のタイプのＲＳの密度よりも低い
密度を有する）第２のタイプのＲＳの使用は、正確なチャネル推定を提供することができ
ない。これに照らして、概して、比較的高いカバレッジレベルおよび／または比較的高い
アグリゲーションレベルを伴うシナリオでは、第３のタイプのＲＳが使用されてもよく、
または別様に第２のタイプのＲＳが使用される。
【００８２】
　物理ダウンリンクチャネルデータが、第３のタイプのＲＳに従って伝送され、第３のタ
イプのＲＳのパターンが、Ｋ１ポートの第１のタイプのＲＳのパターンおよびＫ２ポート
の第２のタイプのＲＳのパターンの重畳であり、Ｋ１およびＫ２は、０を上回る整数であ
り、Ｋ１は、Ｋ２未満であるとき、伝送側は、寸法Ｋ２×Ｋ１のプリコーディング行列に
従って、Ｋ１ポートをＫ２ポートにマップし、受信側は、寸法Ｋ２×Ｋ１のプリコーディ
ング行列およびＫ２ポートの推定チャネル係数に従って、Ｋ１ポートの同等チャネル係数
を取得する。例えば、第３のタイプのＲＳのパターンが、２つのポートの第１のタイプの
ＲＳのパターンおよび４つのポートの第２のタイプのＲＳのパターンの重畳であるとき、
伝送側は、４×２寸法のプリコーディング行列に従って、２つのポートを４つのポートに
マップし、受信側は、４×２寸法のプリコーディング行列および４つのポートの推定チャ
ネル係数に従って、２つのポートの同等チャネル係数を取得する。
【００８３】
　なおも別の実装では、帯域内動作では、第２のタイプのＲＳもしくは第３のタイプのＲ
Ｓのシーケンス値および／またはポート数量は、シグナリングを使用することによって示
される。帯域内動作では、第２のタイプのＲＳまたは第３のタイプのＲＳが、物理ダウン
リンクチャネルデータを伝送するために使用されるとき、実際には、既存の帯域内ＬＴＥ
システムＣＲＳがＮＢ－ＩＯＴ　ＲＳとして使用されることが同等である。ＬＴＥシステ
ムＣＲＳの値がＣＲＳの周波数位置またはＰＲＢインデックスに依存するため、ＲＳのシ
ーケンス値についての関連情報（例えば、ＰＲＢインデックス情報）が、チャネル推定を
実装するように、通知される必要がある。加えて、ＮＢ－ＩＯＴシステムがＬＴＥシステ
ムＣＲＳのポート数量を再利用するとき、ＲＳのポート数量を通知することも必要であり
得る。
【００８４】
　また、帯域外動作では、ＲＳを伝送するためのサブフレームは、事前定義され、および
／またはシグナリングを使用することによって構成される。
【００８５】
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　例えば、独立型動作に関して、基地局の伝送出力スペクトル密度は、帯域内動作のもの
を大いに超える。この場合、たとえＲＳが全てのサブフレームの範囲内で送信されなくて
も、正確なチャネル推定が依然として実装されてもよい。したがって、ピークデータレー
トを増加させるために、いくつかのサブフレームのみが、ＲＳを伝送するために使用され
ることができる。ＲＳを送信するためのサブフレームの具体的位置（周期および／または
オフセットを含む）は、事前定義様式を使用することによって、および／またはシグナリ
ング構成の様式を使用することによって、示されてもよい。例えば、常に、ＰＢＣＨデー
タを伝送するためのサブフレーム内にＲＳ伝送があることが事前定義されてもよい。ＲＳ
がＰＢＣＨサブフレーム以外のサブフレーム内に存在するかどうかは、ブロードキャスト
ＰＢＣＨシグナリング構成に依存する。加えて、ＳＳの伝送への影響を回避し、設計を単
純化するために、ＳＳを伝送するためのサブフレームは、ＲＳを伝送するために使用され
なくてもよく、またはＳＳを伝送するためのサブフレーム内でＳＳを伝送するために使用
されるＯＦＤＭシンボルのみが、ＲＳを伝送するために使用されない（例えば、これは、
事前定義様式またはシグナリング構成の様式を使用することによって実装される）。
【００８６】
　本随意の実施形態では、物理ダウンリンクチャネルデータは、データ伝送性能とＲＳオ
ーバーヘッドとの間のバランスが異なるＮＢ－ＩＯＴ物理ダウンリンクチャネルデータの
ために確実にされるように、第１のタイプのＲＳ、第２のタイプのＲＳ、または第３のタ
イプのＲＳに従って伝送されることが分かり得る。
【００８７】
　本随意の実施形態は、付随する図面および具体的実施形態を参照して、以下で詳細に説
明される。
【００８８】
　実施形態１
　図３は、本発明の随意の実施形態による、通常のサブフレームのための第１のタイプの
ＲＳのパターンの第１の概略図である。図３に示されるように、通常のＣＰおよび拡張さ
れたＣＰについて、ＲＳは、時間ドメイン内で４つのＬＴＥ　ＣＲＳ　ＯＦＤＭシンボル
を占有する。各ＯＦＤＭシンボルは、４つのリソース単位を占有する。帯域内動作では、
サブフレーム内の最初の３つのＯＦＤＭシンボルが、ＬＴＥダウンリンク制御チャネルＰ
ＤＣＣＨを伝送するために使用されてもよい。ＲＳは、時間ドメイン内で最初の３つのＯ
ＦＤＭシンボルを占有せず、具体的には、時間ドメイン内で最初の３つのＯＦＤＭシンボ
ル以外の残りの４つのＬＴＥ　ＣＲＳ　ＯＦＤＭシンボルを占有する。もう１つは、時間
ドメイン内でＲＳによって占有される各ＬＴＥ　ＣＲＳ　ＯＦＤＭシンボルでは、ＲＳは
、周波数ドメイン内で同一のリソース単位を占有し、ＬＴＥ　ＣＲＳによって占有される
リソース単位の周波数ドメイン位置に対するＲＳによって占有されるリソース単位の周波
数ドメイン位置のオフセットは、（上側波帯から始めて数えられると）＋１であるように
固定される。
【００８９】
　図４は、本発明の随意の実施形態による、通常のサブフレームのための第１のタイプの
ＲＳのパターンの第２の概略図である。ＲＳは、時間ドメイン内の４つの非ＬＴＥシステ
ムＣＲＳ　ＯＦＤＭシンボルの位置を占有する。各ＯＦＤＭシンボルは、４つのリソース
単位を占有する。帯域内動作では、サブフレーム内の最初の３つのＯＦＤＭシンボルが、
ＬＴＥシステムのＰＤＣＣＨを伝送するために使用されてもよい。ＲＳは、時間ドメイン
内で３つのＯＦＤＭシンボルを占有せず、具体的には、時間ドメイン内で３つのＯＦＤＭ
シンボル以外の４つの非ＬＴＥシステムＣＲＳ　ＯＦＤＭシンボルの位置を占有する。加
えて、時間ドメイン内でＲＳによって占有される非ＬＴＥシステムＣＲＳ　ＯＦＤＭシン
ボル毎に、ＲＳは、周波数ドメイン内で同一のリソース単位の位置を占有する。例えば、
通常のＣＰタイプが、実施例として使用される。（ａ）図４の通常のＣＰによって示され
るように、ＲＳによって占有されるＯＦＤＭシンボルのシーケンス番号は、３、６、９、
および１２であり、周波数ドメイン内でＲＳによって占有されるリソース単位のシーケン
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ス番号は、（上側波帯から始めて数えられると）０、３、６、および９である。（ｂ）図
４の通常のＣＰによって示されるように、ＲＳによって占有されるＯＦＤＭシンボルのシ
ーケンス番号は、３、６、９、および１２であり、周波数ドメイン内でＲＳによって占有
されるリソース単位のシーケンス番号は、０、３、８、および１１である。（ｃ）図４の
通常のＣＰによって示されるように、ＲＳによって占有されるＯＦＤＭシンボルのシーケ
ンス番号は、３、６、９、および１３であり、周波数ドメイン内でＲＳによって占有され
るリソース単位のシーケンス番号は、０、３、６、および９である。（ｄ）図４の通常の
ＣＰによって示されるように、ＲＳによって占有されるＯＦＤＭシンボルのシーケンス番
号は、３、６、９、および１３であり、周波数ドメイン内でＲＳによって占有されるリソ
ース単位のシーケンス番号は、０、３、８、および１１である。
【００９０】
　（ａ）図４の通常のＣＰによって示されるパターンは、時間および周波数次元内のＲＳ
の一様な分布を確実にする。（ｂ）図４の通常のＣＰによって示されるパターンは、時間
ドメイン次元内のＲＳの一様な分布のみを確実にするが、周波数ドメイン内の線形補間ベ
ースのチャネル推定の性能は、狭帯域またはＰＲＢの２つの側面上でＲＳを保つことによ
って改良される。（ｃ）図４の通常のＣＰによって示されるパターンは、周波数ドメイン
次元内のＲＳの一様な分布のみを確実にするが、時間ドメイン内の線形補間ベースのチャ
ネル推定の性能は、使用可能なＯＦＤＭシンボルエリアの２つの側面上でＲＳを保つこと
によって改良される。（ｄ）図４の通常のＣＰによって示されるパターンに関して、時間
ドメインおよび周波数ドメインの両方の中の線形補間ベースのチャネル推定の性能は、使
用可能なＯＦＤＭシンボルエリアの２つの側面上でＲＳを保つこと、および狭帯域または
ＰＲＢの２つの側面上でＲＳを保つことによって改良される。
【００９１】
　図４の拡張されたＣＰ（ｅ）～（ｈ）の場合は、図４の通常のＣＰ（ａ）～（ｄ）の前
述の場合に類似し、これ以上ここでは詳述されないことに留意されたい。
【００９２】
　図５は、本発明の随意の実施形態による、通常のサブフレームのための第１のタイプの
ＲＳのパターンの第３の概略図である。図５に示されるように、ＲＳは、時間ドメイン内
で８つのＯＦＤＭシンボルの位置を占有する。８つのＯＦＤＭシンボルは、ＬＴＥシステ
ムＣＲＳおよび非ＬＴＥシステムＣＲＳ　ＯＦＤＭシンボルを含み、各ＯＦＤＭシンボル
は、２つのリソース単位を占有する。帯域内動作では、最初の３つのＯＦＤＭシンボルが
、ＬＴＥシステムのＰＤＣＣＨを伝送するために使用されてもよい。ＲＳは、時間ドメイ
ン内で３つのＯＦＤＭシンボルを占有せず、具体的には、時間ドメイン内で３つのＯＦＤ
Ｍシンボル以外の４つの非ＬＴＥシステムＣＲＳ　ＯＦＤＭシンボルおよび４つのＬＴＥ
システムＣＲＳ　ＯＦＤＭシンボルの位置を占有する。加えて、時間ドメイン内でＲＳに
よって占有されるＯＦＤＭシンボル毎に、ＲＳは、周波数ドメイン内で異なるリソース単
位の位置を占有する。例えば、通常のＣＰタイプが、実施例として使用される。
（ａ）図５の通常のＣＰによって示されるように、ＲＳによって占有される非ＬＴＥシス
テムＣＲＳ　ＯＦＤＭシンボルのシーケンス番号は、３、６、９、および１２であり、Ｒ
Ｓによって占有されるＬＴＥシステムＣＲＳ　ＯＦＤＭシンボルのシーケンス番号は、４
、７、８、および１１である。ＯＦＤＭシンボル３および１２に関して、周波数ドメイン
内でＲＳによって占有されるリソース単位のシーケンス番号は、（上側波帯から始めて数
えられると）０および６である。ＯＦＤＭシンボル６および９に関して、ＲＳによって占
有されるリソース単位のシーケンス番号は、３および９である。ＯＦＤＭシンボル４およ
び１１に関して、２つのＯＦＤＭシンボルの中のＬＴＥシステムＣＲＳによって占有され
る２つのリソース単位（シーケンス番号は３および９である）の位置に対するＲＳによっ
て占有されるリソース単位の位置のオフセットは、－１である。ＯＦＤＭシンボル７およ
び８に関して、２つのＯＦＤＭシンボルの中のＬＴＥシステムＣＲＳによって占有される
２つのリソース単位（シーケンス番号は３および９である）の位置に対するＲＳによって
占有されるリソース単位の位置のオフセットは、＋１である。（ｂ）図５の通常のＣＰに



(26) JP 6824232 B2 2021.2.3

10

20

30

40

50

よって示されるように、ＲＳによって占有される非ＬＴＥシステムＣＲＳ　ＯＦＤＭシン
ボルのシーケンス番号は、３、６、９、および１２であり、ＲＳによって占有されるＬＴ
ＥシステムＣＲＳ　ＯＦＤＭシンボルのシーケンス番号は、４、７、８、および１１であ
る。ＯＦＤＭシンボル３、６、９、および１２に関して、ＲＳによって占有されるリソー
ス単位のシーケンス番号は、０および１１である。ＯＦＤＭシンボル４、７、８、および
１１に関して、ＯＦＤＭシンボルの中のＬＴＥシステムＣＲＳによって占有される２つの
リソース単位（シーケンス番号は３および６である）の位置に対するＲＳによって占有さ
れるリソース単位の位置のオフセットは、＋１である。
【００９３】
　（ｂ）図５の通常のＣＰと比較して、（ａ）図５の通常のＣＰによって示されるパター
ンは、周波数ドメイン内でより多くのリソース単位を占有する。これは、周波数ドメイン
内で線形補間ベースのチャネル推定の性能を改良することに役立つ。加えて、（ａ）通常
のＣＰのパターンと比較して、（ｂ）通常のＣＰのパターンは、より低い複雑性を有し、
実装することが容易である。
【００９４】
　図５の拡張されたＣＰ（ｃ）および（ｄ）の場合は、図５の通常のＣＰ（ａ）および（
ｂ）の前述の場合に類似し、これ以上ここでは詳述されないことに留意されたい。
【００９５】
　実施形態２
　図６は、本発明の随意の実施形態による、ＴＤＤシステム特殊サブフレームのための第
１のタイプのＲＳのパターンの第１の概略図である。帯域内動作では、ＤｗＰＴＳの前に
位置する２つのＯＦＤＭシンボルが、ＬＴＥシステムのＰＤＣＣＨを伝送するために使用
されてもよい。ＲＳは、時間ドメイン内で２つのＯＦＤＭシンボルを占有せず、具体的に
は、時間ドメイン内で２つのＯＦＤＭシンボル以外のＬＴＥシステムＣＲＳ　ＯＦＤＭシ
ンボルの位置を占有する。例えば、（ａ）図６の通常のＣＰによって示されるように、Ｔ
ＤＤ特殊サブフレームの構成比が９：４：１であると仮定される。すなわち、９つのＯＦ
ＤＭシンボルが、ＤｗＰＴＳとして使用され、４つのＯＦＤＭシンボルが、アップリンク
・ダウンリンク保護周期（ＧＰ）として使用され、１つのＯＦＤＭシンボルが、アップリ
ンクパイロットタイムスロット（ＵｐＰＴＳ）として使用される。ＲＳは、時間ドメイン
内で２つのＬＴＥシステムＣＲＳ　ＯＦＤＭシンボルの位置を占有する。各ＯＦＤＭシン
ボルは、４つのリソース単位を占有する。具体的には、占有されたＯＦＤＭシンボルのシ
ーケンス番号は、４および７である。ＬＴＥシステムＣＲＳ　ＯＦＤＭシンボル毎に、Ｒ
Ｓは、周波数ドメイン内で同一のリソース単位の位置を占有する。ＯＦＤＭシンボルの中
のＬＴＥシステムＣＲＳによって占有されるリソース単位の位置に対するＲＳによって占
有されるリソース単位の位置のオフセットは、（上側波帯から始めて数えられると）＋１
である。（ｂ）図６の通常のＣＰによって示されるように、ＴＤＤ特殊サブフレームの構
成比が７：６：１であると仮定される。すなわち、７つのＯＦＤＭシンボルが、ＤｗＰＴ
Ｓとして使用され、６つのＯＦＤＭシンボルが、アップリンク・ダウンリンクＧＰとして
使用され、１つのＯＦＤＭシンボルが、ＵｐＰＴＳとして使用される。ＲＳは、時間ドメ
イン内で１つのＬＴＥシステムＣＲＳ　ＯＦＤＭシンボルの位置を占有する。具体的には
、占有されたＯＦＤＭシンボルのシーケンス番号は、４であり、ＲＳは、ＯＦＤＭシンボ
ルの中の４つのリソース単位を占有する。ＯＦＤＭシンボルの中のＬＴＥシステムＣＲＳ
によって占有されるリソース単位の位置に対するＲＳによって占有されるリソース単位の
位置のオフセットは、（上側波帯から始めて数えられると）＋１である。
【００９６】
　図７は、本発明の随意の実施形態による、ＴＤＤシステム特殊サブフレームのための第
１のタイプのＲＳのパターンの第２の概略図である。帯域内動作では、ＤｗＰＴＳの前に
位置する２つのＯＦＤＭシンボルが、ＬＴＥシステムのＰＤＣＣＨを伝送するために使用
されてもよい。ＲＳは、時間ドメイン内で２つのＯＦＤＭシンボルを占有せず、具体的に
は、２つのＯＦＤＭシンボル以外の非ＬＴＥシステムＣＲＳ　ＯＦＤＭシンボルの位置を
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占有する。
【００９７】
　（ａ）図７の通常のＣＰによって示されるように、ＴＤＤ特殊サブフレームの構成比が
９：４：１であると仮定される。すなわち、９つのＯＦＤＭシンボルが、ＤｗＰＴＳとし
て使用され、４つのＯＦＤＭシンボルが、アップリンク・ダウンリンクＧＰとして使用さ
れ、１つのＯＦＤＭシンボルが、ＵｐＰＴＳとして使用される。ＲＳは、時間ドメイン内
で２つの非ＬＴＥシステムＣＲＳ　ＯＦＤＭシンボルの位置を占有する。各ＯＦＤＭシン
ボルは、４つのリソース単位を占有する。具体的には、占有されたＯＦＤＭシンボルのシ
ーケンス番号は、３および６である。非ＬＴＥシステムＣＲＳ　ＯＦＤＭシンボル毎に、
ＲＳは、同一のリソース単位の位置を占有する。具体的には、占有されたリソース単位の
シーケンス番号は、（上側波帯から始めて数えられると）０、３、６、および９である。
【００９８】
　（ｂ）図７の通常のＣＰによって示されるように、ＴＤＤ特殊サブフレームの構成比が
９：４：１であると仮定される。すなわち、９つのＯＦＤＭシンボルが、ＤｗＰＴＳとし
て使用され、４つのＯＦＤＭシンボルが、アップリンク・ダウンリンクＧＰとして使用さ
れ、１つのＯＦＤＭシンボルが、ＵｐＰＴＳとして使用される。ＲＳは、時間ドメイン内
で２つの非ＬＴＥシステムＣＲＳ　ＯＦＤＭシンボルの位置を占有する。各ＯＦＤＭシン
ボルは、４つのリソース単位を占有する。具体的には、占有されたＯＦＤＭシンボルのシ
ーケンス番号は、３および６である。非ＬＴＥシステムＣＲＳ　ＯＦＤＭシンボル毎に、
ＲＳは、同一のリソース単位の位置を占有する。具体的には、占有されたリソース単位の
シーケンス番号は、（上側波帯から始めて数えられると）０、３、８、および１１である
。
【００９９】
　（ａ）図７の通常のＣＰによって示されるパターンは、周波数ドメイン次元内のＲＳの
一様な分布を確実にし、それによって、実装を単純化することに役立つ。（ｂ）図７の通
常のＣＰによって示されるパターンに関して、周波数ドメイン内の線形補間ベースのチャ
ネル推定の性能は、狭帯域またはＰＲＢの２つの側面上でＲＳを保つことによってさらに
改良される。
【０１００】
　（ｃ）図７の通常のＣＰによって示されるように、ＴＤＤ特殊サブフレームの構成比が
７：６：１であると仮定される。すなわち、７つのＯＦＤＭシンボルが、ＤｗＰＴＳとし
て使用され、６つのＯＦＤＭシンボルが、アップリンク・ダウンリンクＧＰとして使用さ
れ、１つのＯＦＤＭシンボルが、ＵｐＰＴＳとして使用される。ＲＳは、時間ドメイン内
で２つの非ＬＴＥシステムＣＲＳ　ＯＦＤＭシンボルの位置を占有する。各ＯＦＤＭシン
ボルは、４つのリソース単位を占有する。具体的には、占有されたＯＦＤＭシンボルのシ
ーケンス番号は、３および５である。非ＬＴＥシステムＣＲＳ　ＯＦＤＭシンボル毎に、
ＲＳは、同一のリソース単位の位置を占有する。具体的には、占有されたリソース単位の
シーケンス番号は、０、３、６、および９である。
【０１０１】
　（ｄ）図７の通常のＣＰによって示されるように、ＴＤＤ特殊サブフレームの構成比が
７：６：１であると仮定される。すなわち、７つのＯＦＤＭシンボルが、ＤｗＰＴＳとし
て使用され、６つのＯＦＤＭシンボルが、アップリンク・ダウンリンクＧＰとして使用さ
れ、１つのＯＦＤＭシンボルが、ＵｐＰＴＳとして使用される。ＲＳは、時間ドメイン内
で２つの非ＬＴＥシステムＣＲＳ　ＯＦＤＭシンボルの位置を占有する。各ＯＦＤＭシン
ボルは、４つのリソース単位を占有する。具体的には、占有されたＯＦＤＭシンボルのシ
ーケンス番号は、３および５である。非ＬＴＥシステムＣＲＳ　ＯＦＤＭシンボル毎に、
ＲＳは、同一のリソース単位の位置を占有する。具体的には、占有されたリソース単位の
シーケンス番号は、０、３、８、および１１である。
【０１０２】
　図８は、本発明の随意の実施形態による、ＴＤＤシステム特殊サブフレームのための第
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１のタイプのＲＳのパターンの第３の概略図である。帯域内動作では、ＤｗＰＴＳの前に
位置する２つのＯＦＤＭシンボルが、ＬＴＥシステムのＰＤＣＣＨを伝送するために使用
されてもよい。ＲＳは、時間ドメイン内で２つのＯＦＤＭシンボルを占有せず、具体的に
は、２つのＯＦＤＭシンボル以外の非ＬＴＥシステムＣＲＳ　ＯＦＤＭシンボルの位置を
占有する。
【０１０３】
　（ａ）図８の通常のＣＰによって示されるように、ＴＤＤ特殊サブフレームの構成比が
９：４：１であると仮定される。すなわち、９つのＯＦＤＭシンボルが、ＤｗＰＴＳとし
て使用され、４つのＯＦＤＭシンボルが、アップリンク・ダウンリンクＧＰとして使用さ
れ、１つのＯＦＤＭシンボルが、ＵｐＰＴＳとして使用される。ＲＳは、時間ドメイン内
で４つの非ＬＴＥシステムＣＲＳ　ＯＦＤＭシンボルの位置を占有する。各ＯＦＤＭシン
ボルは、２つのリソース単位を占有する。具体的には、占有されたＯＦＤＭシンボルのシ
ーケンス番号は、２、３、５、および６である。非ＬＴＥシステムＣＲＳ　ＯＦＤＭシン
ボル毎に、ＲＳは、異なるリソース単位の位置を占有する。ＯＦＤＭシンボル２および３
に関して、周波数ドメイン内の占有されたリソース単位のシーケンス番号は、０および６
である。ＯＦＤＭシンボル５および６に関して、周波数ドメイン内の占有されたリソース
単位のシーケンス番号は、（上側波帯から始めて数えられると）３および９である。（ｂ
）図８の通常のＣＰによって示されるように、ＴＤＤ特殊サブフレームの構成比が９：４
：１であると仮定される。すなわち、９つのＯＦＤＭシンボルが、ＤｗＰＴＳとして使用
され、４つのＯＦＤＭシンボルが、アップリンク・ダウンリンクＧＰとして使用され、１
つのＯＦＤＭシンボルが、ＵｐＰＴＳとして使用される。ＲＳは、時間ドメイン内で４つ
の非ＬＴＥシステムＣＲＳ　ＯＦＤＭシンボルの位置を占有する。各ＯＦＤＭシンボルは
、２つのリソース単位を占有する。具体的には、占有されたＯＦＤＭシンボルのシーケン
ス番号は、２、３、５、および６である。非ＬＴＥシステムＣＲＳ　ＯＦＤＭシンボル毎
に、ＲＳは、異なるリソース単位の位置を占有する。ＯＦＤＭシンボル２および３に関し
て、周波数ドメイン内の占有されたリソース単位のシーケンス番号は、０および８である
。ＯＦＤＭシンボル５および６に関して、周波数ドメイン内の占有されたリソース単位の
シーケンス番号は、（上側波帯から始めて数えられると）３および１１である。（ｃ）図
８の通常のＣＰによって、および（ｄ）図８の通常のＣＰに示されるように、ＴＤＤ特殊
サブフレームの構成比が７：６：１であると仮定される。すなわち、７つのＯＦＤＭシン
ボルが、ＤｗＰＴＳとして使用され、６つのＯＦＤＭシンボルが、アップリンク・ダウン
リンクＧＰとして使用され、１つのＯＦＤＭシンボルが、ＵｐＰＴＳとして使用される。
ＲＳのパターンは、それぞれ、（ａ）図８の通常のＣＰおよび（ｂ）図８の通常のＣＰに
類似し、これ以上ここでは詳述されない。（ａ）図８の通常のＣＰによって示されるパタ
ーンは、周波数ドメイン次元内のＲＳの一様な分布を確実にし、それによって、実装を単
純化することに役立つ。（ｂ）図８の通常のＣＰによって示されるパターンに関して、周
波数ドメイン内の線形補間ベースのチャネル推定の性能は、狭帯域またはＰＲＢの２つの
側面上でＲＳを保つことによってさらに改良される。
【０１０４】
　図９は、本発明の随意の実施形態による、ＴＤＤシステム特殊サブフレームのための第
１のタイプのＲＳのパターンの第４の概略図である。帯域内動作では、ＤｗＰＴＳの前に
位置する２つのＯＦＤＭシンボルが、ＬＴＥシステムのＰＤＣＣＨを伝送するために使用
されてもよい。ＲＳは、時間ドメイン内で２つのＯＦＤＭシンボルを占有せず、具体的に
は、２つのＯＦＤＭシンボル以外の非ＬＴＥシステムＣＲＳ　ＯＦＤＭシンボルの位置を
占有する。
【０１０５】
　（ａ）図９の通常のＣＰによって示されるように、ＴＤＤ特殊サブフレームの構成比が
９：４：１であると仮定される。すなわち、９つのＯＦＤＭシンボルが、ＤｗＰＴＳとし
て使用され、４つのＯＦＤＭシンボルが、アップリンク・ダウンリンクＧＰとして使用さ
れ、１つのＯＦＤＭシンボルが、ＵｐＰＴＳとして使用される。ＲＳは、時間ドメイン内
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で４つの非ＬＴＥシステムＣＲＳ　ＯＦＤＭシンボルの位置を占有する。各ＯＦＤＭシン
ボルは、４つのリソース単位を占有する。具体的には、占有されたＯＦＤＭシンボルのシ
ーケンス番号は、２、３、５、および６である。非ＬＴＥシステムＣＲＳ　ＯＦＤＭシン
ボル毎に、ＲＳは、同一のリソース単位の位置を占有する。具体的には、占有されたリソ
ース単位のシーケンス番号は、（上側波帯から始めて数えられると）０、３、６、および
９である。図９の（ｂ）によって示されるように、ＴＤＤ特殊サブフレームの構成比が９
：４：１であると仮定される。すなわち、９つのＯＦＤＭシンボルが、ＤｗＰＴＳとして
使用され、４つのＯＦＤＭシンボルが、アップリンク・ダウンリンクＧＰとして使用され
、１つのＯＦＤＭシンボルが、ＵｐＰＴＳとして使用される。ＲＳは、時間ドメイン内で
４つの非ＬＴＥシステムＣＲＳ　ＯＦＤＭシンボルの位置を占有する。各ＯＦＤＭシンボ
ルは、４つのリソース単位を占有する。具体的には、占有されたＯＦＤＭシンボルのシー
ケンス番号は、２、３、５、および６である。非ＬＴＥシステムＣＲＳ　ＯＦＤＭシンボ
ル毎に、ＲＳは、同一のリソース単位の位置を占有する。具体的には、占有されたリソー
ス単位のシーケンス番号は、（上側波帯から始めて数えられると）０、３、８、および１
１である。
【０１０６】
　（ａ）図９の通常のＣＰによって示されるパターンは、周波数ドメイン次元内のＲＳの
一様な分布を確実にし、それによって、実装を単純化することに役立つ。（ｂ）図９の通
常のＣＰによって示されるパターンに関して、周波数ドメイン内の線形補間ベースのチャ
ネル推定の性能は、狭帯域またはＰＲＢの２つの側面上でＲＳを保つことによってさらに
改良される。（ｃ）図９の通常のＣＰによって、および（ｄ）図９の通常のＣＰに示され
るように、ＴＤＤ特殊サブフレームの構成比が７：６：１であると仮定される。すなわち
、７つのＯＦＤＭシンボルが、ＤｗＰＴＳとして使用され、６つのＯＦＤＭシンボルが、
アップリンク・ダウンリンクＧＰとして使用され、１つのＯＦＤＭシンボルが、ＵｐＰＴ
Ｓとして使用される。ＲＳのパターンは、それぞれ、（ａ）図９の通常のＣＰおよび（ｂ
）図９の通常のＣＰに類似し、これ以上ここでは詳述されない。
【０１０７】
　実施形態３
　図１０は、本発明の随意の実施形態による、ＬＴＥシステムＣＲＳ　ＯＦＤＭシンボル
の中のＲＳのパターンに対する固定オフセットを有する、非ＬＴＥシステムＣＲＳ　ＯＦ
ＤＭシンボルの中のＲＳのパターンの概略図である。
【０１０８】
　通常のＣＰタイプが、実施例として使用される。（ａ）図１０の通常のＣＰによって示
されるように、ＲＳは、時間ドメイン内で４つの非ＬＴＥシステムＣＲＳ　ＯＦＤＭシン
ボル（シーケンス番号は、３、６、９、および１２である）および４つのＬＴＥシステム
ＣＲＳ　ＯＦＤＭシンボル（シーケンス番号は、４、７、８、および１１である）を占有
する。ＯＦＤＭシンボル４および１１に関して、ＯＦＤＭシンボルの中のＬＴＥシステム
ＣＲＳによって占有される２つのリソース単位（シーケンス番号は３および９である）の
位置に対するＲＳによって占有されるリソース単位の位置のオフセットは、－１である。
ＯＦＤＭシンボル７および８に関して、ＯＦＤＭシンボルの中のＬＴＥシステムＣＲＳに
よって占有される２つのリソース単位（シーケンス番号は３および９である）の位置に対
するＲＳによって占有されるリソース単位の位置のオフセットは、＋１である。オフセッ
ト－１または＋１は不変に保たれると仮定される。ＬＴＥシステムＣＲＳのパターンがＰ
ＣＩＤに従って判定されるとき、ＬＴＥシステムＣＲＳ　ＯＦＤＭシンボルの中のＲＳの
パターンもまた、実際にＰＣＩＤに従って判定される。ＯＦＤＭシンボル３、６、９、お
よび１２に関して、４つのＬＴＥシステムＣＲＳ　ＯＦＤＭシンボル（シーケンス番号は
、４、７、８、および１１である）の中で占有される２つのリソース単位の位置に対する
、連続的に周波数ドメイン内でＲＳによって占有される２つのリソース単位の位置のオフ
セットは、０であるように固定される。この場合、非ＬＴＥシステムＣＲＳ　ＯＦＤＭシ
ンボルの中のＲＳのパターンもまた、ＰＣＩＤに従って判定される。
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【０１０９】
　通常のＣＰタイプが、実施例として使用される。（ｂ）図１０の通常のＣＰによって示
されるように、ＲＳは、時間ドメイン内でＬＴＥ　ＣＲＳによって占有されない４つのＯ
ＦＤＭシンボル（これら４つのＯＦＤＭシンボルの時間ドメインインデックスは、３、６
、９、および１２である）およびＬＴＥ　ＣＲＳによって占有される４つのＯＦＤＭシン
ボル（これら４つのＯＦＤＭシンボルの時間ドメインインデックスは、４、７、８、およ
び１１である）を占有する。ＯＦＤＭシンボル４、７、８、および１１に関して、ＯＦＤ
Ｍシンボルの中のＬＴＥ　ＣＲＳによって占有される２つのリソース単位（インデックス
は０および６である）の位置に対するＲＳによって占有される２つのリソース単位の位置
のオフセットは、＋１である。前述のオフセット＋１は、不変に保たれると仮定される。
ＰＣＩＤに従って判定されているＬＴＥ　ＣＲＳのパターンの場合、ＬＴＥ　ＣＲＳを含
有するＯＦＤＭシンボルの中のＲＳのパターンもまた、実際にＰＣＩＤに従って判定され
る。ＣＲＳを含有する４つのＯＦＤＭシンボル（インデックスは４、７、８、および１１
である）の中のＲＳによって占有される２つのリソース単位の位置に対する、連続的にＯ
ＦＤＭシンボル３、６、９、および１２の中のＲＳによって占有される２つのリソース単
位の位置のオフセットは、３であるように固定される。この場合、ＣＲＳを含有しないＯ
ＦＤＭシンボルの中のＰＢＣＨのためのＲＳのパターンもまた、ＰＣＩＤに従って判定さ
れる。
【０１１０】
　図１０の拡張されたＣＰ（ｃ）および（ｄ）の場合は、図１０の通常のＣＰ（ａ）およ
び（ｂ）の前述の場合に類似し、これ以上本実施形態では詳述されないことに留意された
い。
【０１１１】
　実施形態４
　図１１は、本発明の随意の実施形態による、帯域内動作および帯域外動作で物理ダウン
リンクチャネルデータを伝送するために使用される、第１のタイプのＲＳのパターンの概
略図である。帯域内動作および帯域外動作では、２つのポートの第１のタイプのＲＳが、
物理ダウンリンクチャネルデータを伝送するために使用されると仮定される。帯域内動作
では、（ａ）図１１の帯域内動作によって示されるように、２つのポートの第１のタイプ
のＲＳは、時間ドメイン内で４つの非ＬＴＥシステムＣＲＳ　ＯＦＤＭシンボルの位置を
占有する。各ＯＦＤＭシンボルは、４つのリソース単位を占有する。具体的には、占有さ
れたＯＦＤＭシンボルのシーケンス番号は、３、６、９、および１２であり、占有された
リソース単位のシーケンス番号は、０、３、６、および９である。帯域外動作に関して、
（ｂ）図１１の帯域外動作によって示されるように、２つのポートの第１のタイプのＲＳ
は、時間ドメイン内で４つの非ＬＴＥシステムＣＲＳ　ＯＦＤＭシンボルの位置を占有す
る。各ＯＦＤＭシンボルは、２つのリソース単位を占有する。具体的には、占有されたＯ
ＦＤＭシンボルのシーケンス番号は、帯域内動作におけるものと同一であり、すなわち、
シーケンス番号は、３、６、９、および１２である。ＯＦＤＭシンボル３および９に関し
て、占有されたリソース単位のシーケンス番号は、０および６である。ＯＦＤＭシンボル
６および１２に関して、占有されたリソース単位のシーケンス番号は、３および９である
。帯域外動作における第１のタイプのＲＳのパターンは、帯域内動作における第１のタイ
プのＲＳのパターンの中に完全に含まれる。すなわち、帯域外動作における第１のタイプ
のＲＳのパターンは、帯域内動作における第１のタイプのＲＳのパターンのサブセットで
ある。
【０１１２】
　図１２は、本発明の随意の実施形態による、帯域内動作および帯域外動作で物理ダウン
リンクチャネルデータを伝送するために使用される、第２のタイプのＲＳのパターンの概
略図である。帯域内動作および帯域外動作では、２つのポートの第２のタイプのＲＳが、
物理ダウンリンクチャネルデータを伝送するために使用されると仮定される。帯域内動作
では、（ａ）図１２の帯域内動作によって示されるように、２つのポートの第２のタイプ
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のＲＳは、２つのポート（ポート０およびポート１）のＬＴＥシステムＣＲＳであり、時
間ドメイン内で４つのＯＦＤＭシンボルの位置を占有する。各ＯＦＤＭシンボルは、４つ
のリソース単位を占有する。具体的には、占有されたＯＦＤＭシンボルのシーケンス番号
は、０、４、７、および１１であり、占有されたリソース単位のシーケンス番号は、０、
３、６、および９である。図１２に示されるような帯域外動作では、２つのポートの第２
のタイプのＲＳは、時間ドメイン内で４つのＯＦＤＭシンボルの位置を占有する。各ＯＦ
ＤＭシンボルは、２つのリソース単位を占有する。具体的には、占有されたＯＦＤＭシン
ボルのシーケンス番号は、帯域内動作におけるものと同一であり、すなわち、シーケンス
番号は、０、４、７、および１１である。ＯＦＤＭシンボル０および７に関して、占有さ
れたリソース単位のシーケンス番号は、３および９である。ＯＦＤＭシンボル４および１
１に関して、占有されたリソース単位のシーケンス番号は、０および６である。最終的に
、帯域外動作における第２のタイプのＲＳのパターンは、帯域内動作における第２のタイ
プのＲＳのパターンの中に完全に含まれる。すなわち、帯域外動作における第２のタイプ
のＲＳのパターンは、帯域内動作における第２のタイプのＲＳのパターンのサブセットで
ある。
【０１１３】
　図１３は、本発明の随意の実施形態による、帯域内動作および帯域外動作で物理ダウン
リンクチャネルデータを伝送するために使用される、第３のタイプのＲＳのパターンの概
略図である。帯域内動作および帯域外動作では、２つのポートの第３のタイプのＲＳが、
物理ダウンリンクチャネルデータを伝送するために使用されると仮定される。帯域内動作
では、（ａ）図１３の帯域内動作によって示されるように、２つのポートの第３のタイプ
のＲＳのパターンは、（ａ）図１１の帯域内動作によって示される２つのポートの第１の
タイプのＲＳのパターンおよび（ａ）図１２の帯域内動作によって示される２つのポート
の第２のタイプのＲＳのパターンの重畳である。２つのポートの第３のタイプのＲＳは、
時間ドメイン内で８つのＯＦＤＭシンボルの位置を占有する。各ＯＦＤＭシンボルは、４
つのリソース単位を占有する。具体的には、占有されたＯＦＤＭシンボルのシーケンス番
号は、１、３、４、６、７、９、１１、および１２であり、占有されたリソース単位のシ
ーケンス番号は、０、３、６、および９である。帯域外動作では、（ｂ）図１３の帯域外
動作によって示されるように、２つのポートの第３のタイプのＲＳのパターンは、（ｂ）
図１１の帯域外動作によって示される２つのポートの第１のタイプのＲＳのパターンおよ
び（ｂ）図１２の帯域外動作によって示される２つのポートの第２のタイプのＲＳのパタ
ーンの重畳である。２つのポートの第３のタイプのＲＳは、時間ドメイン内で８つのＯＦ
ＤＭシンボルの位置を占有する。各ＯＦＤＭシンボルは、２つのリソース単位を占有する
。具体的には、占有されたＯＦＤＭシンボルのシーケンス番号は、帯域内動作におけるも
のと同一であり、すなわち、シーケンス番号は、１、３、４、６、７、９、１１、および
１２である。ＯＦＤＭシンボル３、４、９、および１１に関して、占有されたリソース単
位のシーケンス番号は、０および６である。ＯＦＤＭシンボル１、６、７、および１２に
関して、占有されたリソース単位のシーケンス番号は、３および９である。最終的に、帯
域外動作における第３のタイプのＲＳのパターンは、帯域内動作における第３のタイプの
ＲＳのパターンの中に完全に含まれる。すなわち、帯域外動作における第３のタイプのＲ
Ｓのパターンは、帯域内動作における第３のタイプのＲＳのパターンのサブセットである
。
【０１１４】
　実施形態５
　物理ダウンリンクチャネルデータが、第３のタイプのＲＳに従って伝送され、第３のタ
イプのＲＳのパターンが、２つのポートの第１のタイプのＲＳのパターンおよび４つのポ
ートの第２のタイプのＲＳのパターンの重畳であるとき、物理ダウンリンクチャネルデー
タが２つのポート上で伝送されると仮定される場合、以下の様式が、４つのポートＲＳを
使用することによって、２つのポート上で伝送される物理ダウンリンクチャネルデータの
２つのポートのチャネル係数を取得するために使用されてもよい。
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【０１１５】
　伝送機は、４×２寸法のプリコーディング行列に従って、２つのポートを４つのポート
にマップする。例えば、前述のプロセスは、以下の方程式：ｓ４×１＝Ｗ４×２・ｓ２×

１に従って実装され、ｓ２×１およびｓ４×１は、それぞれ、マッピング前の２つのポー
ト上のデータおよびマッピング後の４つのポート上のデータを表し、Ｗ４×２は、プリコ
ーディング行列を表す。
【０１１６】
　受信側は、４×２寸法のプリコーディング行列Ｗ４×２および４つのポートのＲＳの４
つのポートの推定チャネル係数に従って、２つのポートの同等チャネル係数を取得する。
例えば、１つの受信アンテナがあると仮定され、前述のプロセスは、以下の方程式：Ｈ’

１×２＝Ｈ１×４・Ｗ４×２に従って実装され、Ｈ１×４およびＨ’１×２は、それぞれ
、４つのポートのチャネル係数行列および２つのポートの同等チャネル係数行列を表す。
【０１１７】
　同一のプリコーディング行列Ｗ４×２は、異なるリソース単位に使用されてもよい。
【０１１８】
　例えば、プリコーディング行列Ｗ４×２は、常に、以下の形態であるように固定される
。
【数３】

【０１１９】
　代替として、異なるプリコーディング行列Ｗ４×２が、異なるリソース単位に使用され
る。
【０１２０】
　例えば、プリコーディング行列Ｗ４×２は、以下の形態を有する。

【数４】

【０１２１】
　遅延多様性の効果が、行列Ｄ（ｉ）２×２およびＵ２×２を導入することによって達成
されることができる。Ｗ４×２（ｉ）は、ｉ番目のリソース単位のプリコーディング行列
を表す。Ｐ４×２（ｉ）は、Ｋの固定または構成可能サイズを伴う行列セットの中の行列
である。具体的行列が、リソース単位インデックスｉに従って判定される。
【０１２２】
　実施形態６（請求項１１および請求項１２に対応する）
　ＲＳのシーケンスは、以下のように定義される。
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【数５】

Ｎｉｎｉｔは、疑似ランダムシーケンス発生器の初期化間隔であり、単位は、サブフレー
ムまたは無線フレームであり、ｎは、初期化間隔のシーケンス番号（連続Ｎｉｎｉｔサブ
フレームまたは無線フレーム）であり、Ｍは、各初期化間隔Ｎｉｎｉｔの範囲内のＲＳポ
ートによって占有されるリソース単位の数量である。
【０１２３】
　疑似ランダムシーケンスｃ（・）は、ＬＴＥシステムの従来技術に基づいて定義される
。疑似ランダムシーケンス発生器は、初期化間隔Ｎｉｎｉｔの開始時に以下の方程式のう
ちの１つに従って初期化を行う。
【数６】

【数７】

ＮＩＤ
ｃｅｌｌは、ＰＣＩＤを表す。

【０１２４】
　本発明の実施形態はさらに、記憶媒体を提供する。随意に、本実施形態では、前述の記
憶媒体は、以下のステップを行うために使用されるプログラムコードを記憶するために構
成されてもよい。
【０１２５】
　ステップＳ１：ＲＳのタイプを取得する。
【０１２６】
　ステップＳ２：ＲＳに従って物理ダウンリンクチャネルデータを伝送し、ＲＳは、第１
のタイプのＲＳと、第２のタイプのＲＳと、第３のタイプのＲＳとを含む。
【０１２７】
　随意に、前述の実施形態に説明される実施例および本実施形態における具体的実施例の
ための随意の実装が参照されてもよく、これ以上本実施形態では詳述されない。
【０１２８】
　明白に、当業者は、本発明の前述のモジュールまたはステップが、一般的なコンピュー
ティング装置を使用することによって実装され得ることを理解するはずである。モジュー
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数のコンピューティング装置で形成されるネットワーク上で分散されてもよい。随意に、
モジュールまたはステップは、コンピューティング装置によって実行可能なプログラムコ
ードを使用することによって実装されてもよい。したがって、モジュールまたはステップ
は、記憶装置の中に記憶され、コンピューティング装置によって実行されてもよい。ある
場合には、示され、または説明されるステップは、ここでのシーケンスと異なるシーケン
スで行われてもよく、もしくはステップは、別個に種々の集積回路モジュールに製造され
てもよく、もしくはモジュールまたはステップのうちの複数のモジュールまたはステップ
は、実装のために単一の集積回路モジュールに製造される。このように、本発明は、いか
なるハードウェアおよびソフトウェアの組み合わせにも限定されない。
【０１２９】
　前述の説明は、本発明の好ましい実施形態にすぎないが、本発明を限定することを意図
していない。当業者は、本発明に種々の変更および変動を行ってもよい。本発明の精神お
よび原理内で行われる任意の修正、同等の置換、または改良は、本発明の保護範囲内に入
るものとする。
【産業上の利用可能性】
【０１３０】
　本発明の実施形態を用いて、物理ダウンリンクチャネルデータは、データ伝送性能とＲ
Ｓオーバーヘッドとの間のバランスが異なるＮＢ－ＩＯＴ物理ダウンリンクチャネルデー
タのために確実にされ、それによって、どのＲＳがＮＢ－ＩＯＴ物理チャネルデータを伝
送するために使用されるかを把握しないという関連技術分野の問題を解決するように、第
１のタイプのＲＳ、第２のタイプのＲＳ、または第３のタイプのＲＳに従って伝送される
。

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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【図１０】

【図１１】

【図１２】
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